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み
ん
な
が
頑
張
る
か
ら

み
ん
な
が
う
れ
し
い
。

平成26年度三股町表彰式を開催し、14人と２団体を表彰しました。 ……2
功績をたたえて
平成26年度 三股町表彰式

Yousuke OHNISHI
Piano

Hiromi TANIGUCHI
Percussion

Yoshio AIKAWA
Guitar

Yota SAKAMOTO
Bass

■日時／12月20日[土] 
午後７時00分開演（開場は開演の30分前）

■料金／一般…1,000円（当日1,500円）・
大学生以下…500円（当日700円）・ペ ア…1,500円（前売のみ）・
未就学児…無料（親子室をご利用になれます）
※全席自由
※電話予約可　※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）

■出演／  Cuarteto Nada más y Nada menos：愛川義夫（ Guitar）、
大西洋介（Piano）、坂元陽太（Bass）、谷口潤実（Percussion）

■プログ�ラム／ C.Corea「Spain」、Earth Wind & Fire「September」、
C.Haden「La pasionaria」ほか

Fusi ón de la
 pasión

クァルテット ナダ マス イー ナダ メノス

TANGO　JAZZ BOSSA NOVA

etc.

－情熱の融合－

Cuarteto Nada más y Nada menos

■日時／2015年1月22日[木] 
午後７時00分開演（開場は開演の30分前）

■料金／一般…2,000円（当日2,500円）・　
大学生以下…1,000円（当日1,500円）
※全席指定　※宝くじの助成により、特別料金になっています
※電話予約可　※WEB予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）

■出演／�春風亭昇太（落語）、東京ボーイズ（歌謡漫談）、ナポレオンズ（マ
ジック）、林家木久蔵（落語）、三増れ紋（江戸曲ごま）

■主催／三股町、三股町教育委員会、宮崎県、（一財）自治総合センター

11
月
23
日
か
ら

好
評
販
売
中

お
早
め
に

お
求
め
く
だ
さ
い

全
席

指
定

★�『
電
話
予
約
』『
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
』で
も
承
り
ま
す
が
、座
席
を
お
選
び
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

���

座
席
を
直
接
お
選
び
に
な
り
た
い
方
は
、『
文
化
会
館
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
』で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　
　
（ 

月
曜
休
館［
祝
日
の
場
合
は
火
曜
］・ 

９
時
～
　
時［
夜
間
に
催
事
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
］）

１７

～震災と原発事故を経験した村と家族の
　忘れてしまいたくない物語～

空の村号

楠木空（小学５年生）は酪農家の長男で、
とくに夢はない。

原発事故後、変わっていく村と家族。
どっかに世界征服をたくらむ悪の組織があって、

それをやっつければ、
平和が戻ってくると空は信じたかった…… 

第48回斎田喬戯曲賞受賞作品

作／篠原 久美子

■日時／2015年2月20日[金] 
午後７時00分開演（開場は開演の30分前）

■チケット販売開始／ 12月５日［金］午前９時30分
■料金／�一般…1,500円（当日同料金）・

大学生以下…800円（当日同料金）・ペア…2,500円（前売のみ）
※全席自由　※電話予約可　※WEB予約可（三股町立文化会館
WEBサイト）　※未就学児入場不可　※託児サービスあり

■出演／�劇団仲間
■主催／三股町、三股町教育委員会　■共催／みやこのじょう子ども劇場

■日時／2015年2月19日[木] 
午後７時00分開演（開場は開演の30分前）

■チケット販売開始／ 12月14日［日］午前９時30分
■料金／�一般…3,100円（当日3,600円）・

大学生以下…1,500円（当日同料金）・ペア…5,100円（前売のみ）
※全席自由　※電話予約可　※WEB予約可（三股町立文化会館
WEBサイト）　※未就学児入場不可　※託児サービスあり

■出演／�寺田剛史（飛ぶ劇場／北九州）、日髙啓介（FUKAIPRODUCE羽衣／東京）、
濵砂崇浩（劇団こふく劇場／宮崎）、山下晶（ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝｽﾀｲﾙ／福岡）

■主催／公益財団法人宮崎県立芸術劇場　■共催／三股町、三股町教育委員会

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
、

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
が
遺
し
た
、

二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
名
作
が
、

い
よ
い
よ「
時
告
の
旅
」
シ
リ
ー
ズ
に
登
場
。

は
た
し
て
ゴ
ド
ー
は
何
者
か
？

ゴ
ド
ー
は
来
る
の
か
？

劇団仲間

あ
し
た
に

な
れ
ば
、万
事
う
ま
く

い
く
よ
。

■
発

行
・

編
集

：
三

股
町

 地
域

政
策

室
TEL：

0986（
52）1111

　
FA

X
：
0986（

52）4944
〒
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崎
県

北
諸

県
郡

三
股

町
五

本
松

１︲１

三股町立文化会館自主文化事業
●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel.�0986−51−3462� 　http://www.town.mimata.lg.jp/bunka/）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。

12 花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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町
は
11
月
３
日
、平
成
26
年
度
三
股
町
表
彰
式
を

町
立
文
化
会
館
で
開
催
し
、14
人
と
２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、町
政
の
振
興
や
町
民
福
祉
の
増
進
、

文
化
の
発
展
向
上
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
、団
体
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、

毎
年
文
化
の
日
に
表
彰
式
典
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
受
賞
者
の
皆
さ
ん
と
そ
の
功
績
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

功
労
賞（
行
政
部
門
）

大おお
村むら

昭しょう
一いち

５
期
15
年
間
に
わ
た
り
、

農
業
委
員
︵
う
ち
２
期
６

年
は
会
長
︶
と
し
て
、
農

業
経
営
の
改
善
合
理
化
、

農
業
者
の
生
活
改
善
な

ど
、
公
正
な
農
業
行
政
の

遂
行
に
尽
力
。
本
町
の
農

業
振
興
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

功
労
賞（
社
会
部
門
）

森もり

美よし
乃の

平
成
10
年
12
月
か
ら
同

25
年
11
月
の
15
年
に
わ
た

り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
、
東
原
地
区
内
の

生
活
相
談
な
ど
に
当
た
り
、

地
域
住
民
の
福
祉
増
進
に

尽
力
。
本
町
社
会
福
祉
の

発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

功
労
賞（
体
育
部
門
）

森もり

弦つる
男お

教
士
七
段
と
し
て
、
弓
道

大
会
審
判
員
講
習
会
の
講

師
や
、
本
町
に
お
け
る
弓

道
審
査
前
講
習
会
の
講
師

を
昭
和
55
年
か
ら
務
め
る

な
ど
、
弓
道
の
普
及
・
後
進

育
成
に
尽
力
。
本
町
体
育

文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

功
労
賞（
社
会
部
門
）

久ひさ
松まつ

五いつ
雄お

平
成
12
年
７
月
か
ら
同
25

年
11
月
の
13
年
５
カ
月
間

に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、
山
王
原

地
区
内
の
生
活
相
談
な
ど

に
当
た
り
、
地
域
住
民
の

福
祉
増
進
に
尽
力
。
本
町

社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献

し
ま
し
た
。

功
労
賞（
体
育
部
門
）

山やま
元もと

正しょう
一いち

平
成
26
年
度
﹁
第
44
回
全

日
本
グ
ラ
ン
ド
ベ
テ
ラ
ン

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
﹂
に

お
い
て
、
亀
組
︵
男
子
満

80
歳
以
上
︶
で
優
勝
と
い

う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

功
労
賞（
体
育
部
門
）

月つき
野の

一かず
美み

昭
和
62
年
か
ら
平
成
18
年

の
19
年
間
に
わ
た
り
、
本

町
体
育
指
導
委
員
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
普
及
や
町

民
の
健
康
増
進
に
尽
力
。

本
町
体
育
の
振
興
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

善
行
賞（
個
人
）

大おお
峰みね

高たかし

機
会
あ
る
ご
と
に
寄
付
や

奉
仕
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
る
大
峰
高
さ
ん
。
こ
の

た
び
、
出
身
地
・
小
鷺
巣
地

区
の
自
治
公
民
館
活
動
の

た
め
に
と
、
本
町
に
多
額

の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

功
労
賞（
体
育
部
門
）

上かみ
村むら

裕ゆう
子こ

第
67
回
、
第
68
回
﹁
み
や

ざ
き
県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ

祭
﹂
に
お
い
て
、﹁
体
操
競

技
女
子
ゆ
か
﹂﹁
跳
馬
﹂﹁
平

均
台
﹂
お
よ
び
﹁
個
人
総

合
﹂
の
４
種
目
で
連
続
優

勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

功
労
賞（
体
育
部
門
）

久く
保ぼ
田た

栄えい
子こ

第
66
回
、
第
67
回
﹁
み
や

ざ
き
県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ

祭
﹂
に
お
い
て
、﹁
水
泳
競

技
女
子
50
歳
以
上
自
由
形

50
㍍
﹂
お
よ
び
﹁
同
平
泳

ぎ
50
㍍
﹂
の
２
種
目
で
連

続
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

善
行
賞（
個
人
）

橋はし
口ぐち

弘こう
次じ
郎ろう

国
内
屈
指
の
調
教
師
で
あ

る
橋
口
弘
次
郎
さ
ん
は
、

本
町
前
目
地
区
出
身
。
こ

の
た
び
、
地
域
発
展
の
た

め
に
と
、
本
町
に
多
額
の

寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

功
労
賞（
体
育
部
門
）

有あり
馬ま

翼つばさ

平
成
26
年
度
﹁
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
﹂
の

﹁
弓
道
競
技
男
子
個
人
﹂
に

お
い
て
、
優
勝
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

﹁
阿
波
お
ど
り
カ
ッ
プ
全
国
学
童
軟
式

野
球
大
会
２
０
１
４
﹂
に
お
い
て
、
準

優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
﹁
第
35
回
九
州
中
学
生

弓
道
大
会
﹂
の
﹁
女
子
団
体
﹂
に
お
い

て
、
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

功
労
賞（
芸
術
部
門
）

愛あい
川かわ

翔しょう
太た

平
成
24
年
度
﹁
第
20
回
山

陰
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
Ａ
級
︵
12

歳
以
下
︶
に
お
い
て
、
第

２
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

功
労
賞（
行
政
部
門
）

内うち
村むら

充みつる

５
期
15
年
間
に
わ
た
り
、

農
業
委
員
︵
う
ち
１
期
３

年
は
会
長
︶
と
し
て
、
農

業
経
営
の
改
善
合
理
化
、

農
業
者
の
生
活
改
善
な

ど
、
公
正
な
農
業
行
政
の

遂
行
に
尽
力
。
本
町
の
農

業
振
興
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

功
労
賞（
行
政
部
門
）

別べつ
納のう

軍ぐん
一いち

４
期
12
年
間
に
わ
た
り
、

農
業
委
員
︵
う
ち
１
期
３

年
は
副
会
長
︶
と
し
て
、

農
業
経
営
の
改
善
合
理

化
、
農
業
者
の
生
活
改
善

な
ど
、
公
正
な
農
業
行
政

の
遂
行
に
尽
力
。
本
町
の

農
業
振
興
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。

●
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

児こ

玉だ
ま

多た

可か

子こ

︑
日ひ

髙だ
か

隆た
か

光み
つ

︑
下し

も

沖お
き

フ
ミ
子こ

︑南み
な
み

畑は
た

幸こ
う

三ぞ
う

︑和わ

田だ

文ふ
み

夫お

●
社
会
福
祉
民
間
奉
仕
者・団
体

み
ま
た
車く

る
ま

椅い

子す

ダ
ン
ス︵
代だ

い

表ひ
ょ
う

・

神じ
ん

宮ぐ
う

司じ

祥さ
ち

子こ

︶︑
う
れ
し
座ざ

︵
代だ

い

表ひ
ょ
う

・
う
れ
し
弘こ

う

二じ

郎ろ
う︻
水み

ず

元も
と

弘ひ
ろ

見み

︼︶︑
楠く

す

原は
ら

和か
ず

代よ

●
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
三
股
会
長
表
彰

 （
永
年
役
員
の
部
）

轟と
ど
ろ

木き

秀ひ
で

明あ
き

︑
德と

く

留ど
め

九く

州す

男お

︑
岡お

か

ア

ヤ
子こ

︑
永な

が

井い

妙た
え

子こ

︑
綿わ

た

屋や

邦く
に

子こ

︑

戸と

郷ご
う

福ふ
く

實み

︑
髙た

か

野の

昇の
ぼ
る

︑
宮み

や

田た

巽た
つ
み

︑

指い
ぶ

宿す
き

久ひ
さ
し

︑
山や

ま

元も
と

俊と
し

正ま
さ

︑
德と

く

永な
が

眞ま

喜き

子こ

︑
坂さ

か

元も
と

義よ
し

春は
る

︑
上か

み

沖お
き

健け
ん

侍じ

︑
細ほ

そ

山や
ま

田だ

昭あ
き

男お

平
成
26
年
度

三
股
町
社
会
福
祉
功
労
賞
等

表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

11
月
３
日
、町
と
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
三
股
は
、町
立
文
化
会
館
で

平
成
26
年
度
三
股
町
社
会
福
祉
功
労
賞
等
表
彰
式
を
開
催
し
、

20
人
と
２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、長
年
に
わ
た
り
、

地
域
社
会
の
福
祉
向
上
や
奉
仕
活
動
の
進
展
に
貢
献
の
あ
っ
た

個
人・団
体
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。な
お
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す（
敬
称
略
）。

平
成
26
年
度 

三
股
町
表
彰
式

功
績
を

　
た
た
え
て功

労
賞（
体
育
部
門
・
団
体
）

三み
股また
ブ
ル
ー
ス
カ
イ

功
労
賞（
体
育
部
門
・
団
体
）

三み
股また
中

ち
ゅ
う

学がっ
校こう　

弓きゅう
道どう
部ぶ　

女じょ
子し

広報みまた 2014.123 2PublicRelations



７
月
１
日
︑
町
教
育
委
員
会
で
は
︑﹁
文

教
の
ま
ち
﹂
三
股
町
の
将
来
を
担
う
︑
心

豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
持
っ
た

﹁
み
ま
た
ん
子
﹂
を
育
む
こ
と
な
ど
を
目
的

に
︑
10
月
第
３
土
曜
日
を﹁
三
股
町
教
育

の
日
﹂
と
制
定
︒こ
の
日︵
こ
と
し
は
10
月

18
日
︶
に
合
わ
せ
て
︑
町
立
文
化
会
館
で

﹁
平
成
26
年
度
文
教
み
ま
た
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
﹂︵
町
教
委
主
催
︶
が
開
か
れ
ま
し
た
︒

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
︑
演
劇

作
品﹃
活
気
の
こ
ど
も
た
ち
﹄︒出
演
は
︑

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ﹁
み
ま
た
座
﹂
11

期
生
21
人
と﹁
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
﹂
の
皆

さ
ん
で
す
︒約
１
０
０
年
前
︑
山
王
原
・

稲
荷
神
社
境
内
に
創
設
さ
れ
た
文
武
両
道

修
練
の
場﹁
龍り
ゅ
う

雲う
ん

館か
ん

﹂
な
ど
を
舞
台
に
︑

過
去
と
現
代
の
人
物
が
交
錯
す
る
と
い
う

不
思
議
な
物
語
︒原
案
は
宮み

や

内う
ち

浩こ
う

二じ

郎ろ
う

教

育
長
︑
構
成
・
演
出
を﹁
み
ま
た
座
﹂
演
劇

監
督
の
永な

が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き

さ
ん
＝
劇
団
こ
ふ
く
劇

場
代
表
＝
が
担
当
し
ま
し
た
︒出
演
者
の

皆
さ
ん
は
舞
台
狭
し
と
熱
演
︑
観
客
を
魅

了
し
て
い
ま
し
た
︒

続
い
て
行
わ
れ
た
の
が﹁
各
学
校
に
よ

る
事
例
発
表
﹂︒﹁
学
校
に
お
け
る
伝
統
教

育
実
践
事
例
﹂
を
三
股
西
小
６
年
生
代
表

３
人
が
発
表
し
た
ほ
か
︑﹁
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
実
践
事
例
﹂︵
勝
岡

小
︶︑﹁
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
実
践
事
例
﹂︵
梶
山

小
︶
が
︑
動
画
や
ス
ラ
イ
ド
映
像
な
ど
を

使
っ
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
︒

最
後
に
行
わ
れ
た
の
が﹁
児
童
生
徒
の

意
見
発
表
﹂
で
す
︒三
股
小
︑
宮
村
小
︑
長

田
小
︑
三
股
中
か
ら
各
１
人
の
意
見
発
表

者
が
登
壇
︒将
来
の
夢
︑学
校
・
家
庭
生
活
︑

郷
土
や
海
外
派
遣
事
業
で
学
ん
だ
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
元
気
よ
く
発
表
し
ま
し
た
︒

来
場
者
は
︑
観
劇
を
楽
し
ん
だ
後
︑
各

学
校
代
表
に
よ
る
事
例
・
意
見
発
表
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
︒

な
お
各
意
見
発
表
内
容︵
原
文
を
要
約・

抜
粋
︶
は
︑次
㌻
に
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

文
教
み
ま
た

　
フェス
ティ
バ
ル

○み
ん
な
で
語
ろ
う
！

○ま
ご
こ
ろ
で
あ
い
さ
つ
を
！

○た
い
せ
つ
に
時
間
を
！

受
け
継
が
れ
る
命
に

三
股
小
学
校 

６
年

中な
か

原は
ら

彩さ

希き 

さ
ん

私
の
夢
は
、薬や

く

剤ざ
い

師し

に
な
る
こ
と
で
す
。

初
め
て
、
私
の
中
に「
薬
剤
師
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
き
た
の
は
、
母
の「
薬
剤

師
に
な
れ
ば
」
と
い
う
何
げ
な
い
ひ
と
言

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
特
に
意
識

す
る
こ
と
な
く
、
私
は
６
年
生
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
８
月
20
日
、
広
島
の

土
砂
災
害
で
74
人
の
方
が
亡
く
な
り
、
命

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
９
月
初
め
、「
ゆ
ず
り
う
け
た
命
」

と
い
う
授
業
を
受
け
た
こ
と
で
、
今
あ
る

命
を
大
切
に
し
、
次
の
世
代
に
し
っ
か
り

と
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
夏
休
み
を
境

さ
か
い

に
、
命
に

つ
い
て
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
薬
剤

師
が
私
の
確
か
な
目
標
に
な
り
ま
し
た
。

薬
剤
師
に
な
っ
て
、
病
気
の
人
を
一
日
で

も
早
く
元
気
に
な
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
私
自
身
も
、
両
親
か

ら
受
け
継
い
だ
命
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か

ら
の
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

み
ん
な
を
笑
顔
に

宮
村
小
学
校 

６
年

長な
が

嶺み
ね

歩ほ
の
か果 

さ
ん

私
が
ダ
ン
ス
を
始
め
た
の
は
５
歳
で

す
。
ダ
ン
ス
の
お
か
げ
で
、
い
ろ
い
ろ
な

場
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
た
び
に

感
じ
る
の
は
、
私
は
自
分
の
住
む
三
股
町

が
大
好
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。三
股
町

の
人
た
ち
の
た
め
に
働
け
る
仕
事
を
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
将
来
の
夢
は
三
股
町

役
場
の
職
員
に
な
る
こ
と
で
す
。私
が
一

番
に
目
指
し
た
い
の
は
、
人
の
笑
顔
を
見

る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
笑
顔
を
見
せ

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
方
が
安
心

で
き
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
今
、

相
手
の
こ
と
を
考
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。自
分
自

身
が
地
元
の
人
た
ち
の
た
め
に
働
け
る
と

知
っ
た
時
、
素す

晴ば

ら
し
い
仕
事
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
、
三
股
町
の
良
い
と
こ

ろ
を
よ
り
た
く
さ
ん
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
将
来
、
三
股
町
の

人
た
ち
が
笑
顔
で
い
る
の
を
想
像
し
な
が

ら
、
ダ
ン
ス
の
練
習
も
続
け
、
学
校
生
活

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
の
夢

長
田
小
学
校 

６
年

谷た
に

口ぐ
ち

花か

音お
ん 

さ
ん

私
は
将
来
、
動
物
園
の
動
物
の
飼
育
係

の
仕
事
に
就つ

き
た
い
で
す
。理
由
は
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
動
物
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
で
す
。二
つ

目
は
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
動
物
の
こ
と

を
知
り
た
い
か
ら
で
す
。ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
と
い
う
病
気
の
治ち

療り
ょ
う

の
仕
方
が
あ
る

こ
と
を
先
生
に
聴
い
て
動
物
に
は
不
思
議

な
力
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。動

物
園
の
飼
育
員
に
な
る
た
め
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
動
物
の
こ
と
を
勉
強
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。今
、
私
た
ち
の
社
会
に
は
、

動
物
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
呼
び

掛
け
、
動
物
が
そ
の
ま
ま
生
き
て
い
け
る

よ
う
な
環
境
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
動
物
の
世
話
は
、
楽
し
い
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
動
物
の
こ

と
が
大
好
き
な
の
で
、
き
っ
と
続
け
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。自
分
の
夢
に
た
ど
り
つ

け
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑が

ん

張ば

っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
を
終
え
て

三
股
中
学
校 

３
年

田た

上が
み

遼り
ょ
う 

君

今
回
の
研
修
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

は
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
で
す
。僕
の
語
学

力
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り

を
加
え
た
り
す
る
と
何
と
か
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。で
も
英
語
が
も
っ
と
話

せ
た
ら
、
も
っ
と
研
修
を
楽
し
め
た
と
思

う
と
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
英
語
学
習
に
力

を
入
れ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。二
つ

目
は
感
謝
を
す
る
こ
と
で
す
。研
修
に
参

加
で
き
た
の
は
、
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た

役
場
の
方
々
や
自
分
の
家
族
、
自
分
を
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て

の
研
修
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。貴
重
な
体

験
が
で
き
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら

の
進
路
の
選
択
や
、
社
会
に
出
た
と
き
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。海
外
研
修
で

の
体
験
が
よ
り
よ
く
生
か
せ
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
や
家
庭
で
の
生
活
を

送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

「
三
股
町
教
育
の
日
」 制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト

意見発表

オープニングで演劇作品『活気のこどもたち』が上演されました

実践事例①（三股西小）実践事例③（梶山小）実践事例②（勝岡小）
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■
新
制
度
の
概
要
＝

平
成
24
年
８
月
に
︑
子
ど
も
・

子
育
て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
︑﹁
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
﹂
と
い
う
法
律
が

で
き
ま
し
た
︒

こ
の
法
律
と
︑
関
連
す
る
法
律

に
基
づ
い
て
︑
幼
児
期
の
学
校
教

育
や
保
育
︑
地
域
の
子
育
て
支
援

の
量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を
進
め

て
い
く﹁
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
﹂
が
平
成
27
年
４
月
か
ら

全
国
的
に
始
ま
り
ま
す
︒

■�

認
定
の
対
象
と
な
る
施
設
・
事

業
＝

①
幼
稚
園

３
歳
か
ら
小
学
校
に
入
学
す

る
ま
で
の
子
ど
も
が
︑
小
学
校

以
降
の
教
育
の
基
礎
を
つ
く
る

た
め
の
教
育
を
行
う
学
校
で
す
︒

②
認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
や

特
徴
を
併
せ
持
ち
︑
教
育
と
保

育
を
一
体
的
に
行
う
施
設
で

す
︒
現
在
︑
町
内
に
２
園︵
第

一
幼
稚
園
・
み
ま
た
幼
稚
園
︶

が
あ
り
ま
す
︒

③
保
育
所

就
労
な
ど
の
た
め
家
庭
で
保

育
の
で
き
な
い
保
護
者
に
代

わ
っ
て
保
育
す
る
施
設
で
︑
保

育
・
教
育
を
行
い
ま
す
︒町
内

に
は
私
立
保
育
所
が
11
園
あ
り

ま
す
︒

■�

新
制
度
が
始
ま
る
と
、何
が
変

わ
る
の
＝

①�

入
所
手
続
き
が
一
部
変
更
と

な
り
ま
す

幼
稚
園
︑
認
定
こ
ど
も
園
や

保
育
所
に
入
所
す
る
際
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ま
で
と

時
期
や
流
れ
が
大
き
く
異
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
平

成
27
年
度
か
ら
︑
保
育
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
町
の
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
そ

し
て
︑
そ
の
認
定
の
区
分
に
応

じ
て
利
用
で
き
る
施
設
が
決

ま
っ
て
い
き
ま
す︵
表
１
参
照
︶︒

②
保
育
料
も
変
わ
り
ま
す

新
制
度
が
始
ま
る
と
︑
幼
稚

園
︑
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所

の
保
育
料
は
︑
所
得
に
応
じ
た

負
担
を
基
本
と
し
︑
国
が
定
め

る
水
準
を
上
限
に
町
が
金
額
を

決
定
し
ま
す
︒保
育
料
に
つ
い

て
は
現
在
︑
検
討
中
で
す
︒詳

細
は
今
後
︑
決
定
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
︒

■�

平
成
27
年
度
入
所
申
し
込
み
は

次
の
通
り
で
す
＝

①
入
所
の
流
れ

利
用
す
る
施
設
・
認
定
区←

←
分
に
よ
っ
て
手
続
き
の
流

れ
が
違
い
ま
す
︒入
所
の
流
れ

は
表
２
の
通
り
で
す
︒

②
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間
は
︑

平
成
27
年
１
月
５
日︵
月
︶
～

27
日︵
火
︶
で
す
︒

上
記
期
間
以
降
も
受
け
付
け

は
で
き
ま
す
が
︑
期
間
内
に
申

込
書
な
ど
を
提
出
し
た
人
を
優

先
し
ま
す
︒

③
申
込
書
の
配
布
・
受
付
場
所

入
所
を
希
望
す
る
幼
稚
園
︑

認
定
こ
ど
も
園
︑
保
育
所
︑
町

福
祉
課

※�

保
育
所
な
ど
の
施
設
側
が
入
所

予
定
の
児
童
数
を
把
握
す
る
た

全ての子どもたちが笑顔で成長し、全ての家庭が安心して子　 育てができるように、子ども・子育て支援新制度が始まります。

表１：三つの認定区分

表２：入所の流れ

表３：町内施設一覧（順不同）

子ども・子育て支援 新制度が始まります

認定区分 対象となる子ども 保育の必要性 教育・保育時間 利用できる施設

１号認定 満３歳以上
（３、４、５歳） なし 教育標準時間 幼稚園・認定こども園

２号認定 満３歳以上
（３、４、５歳） あり 保育標準時間・保育短時間 保育所・認定こども園

３号認定 ３歳未満
（０、１、２歳） あり 保育標準時間・保育短時間 保育所・認定こども園など

※�認定については、新規の利用の場合だけでなく、今まで通っていた施設を継続して利用する場合でも必要に
なってきます。
※�２号・３号認定は、保育が必要な時間によって、さらに「保育標準時間認定（１日11時間まで）」と「保育短時
間認定（１日８時間まで）」の二つに区分されます。

め
に
、
申
込
書
な
ど
の
受
け
取

り
・
提
出
は
で
き
る
だ
け
希
望

す
る
施
設
へ
お
願
い
し
ま
す
。

④
そ
の
他
注
意
事
項

１
号
認
定
の
申
請
の
場
合

は
︑
園
で
内
定
後
に
申
込
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
︒

な
お
１
号
と
２
号
の
併
願
の

場
合
は
︑
２
号
認
定
申
請
と
な

り
ま
す
︒

　 幼稚園、認定こども園( １号認定) 保育所、認定こども園( ２号・３号認定)

12月末まで ・希望する施設に願書を提出
・施設からの内定

1月5日(月) ～
1月27日(火)

・申込書の配布、提出
　～�希望する施設へ受け取り・提出を　
お願いします。

・申込書の配布、提出
　～�希望する施設へ受け取り・提出を　
お願いします。

２月前半 ・提出書類の確認 ・面接、提出書類の確認
２月後半 ・認定証の交付 ・認定証の交付

３月 ・利用料金などの通知
・必要に応じて利用調整
・施設の決定
・利用料金などの通知

施設種別 保育園・幼稚園名 電話番号 認　定　区　分

保育所 三股中央保育園 52-1228 ２号認定、３号認定

保育所 ひかり保育園 52-1376 ２号認定、３号認定

保育所 こばと保育園 52-1097 ２号認定、３号認定

保育所 すみれ保育園 52-1363 ２号認定、３号認定

保育所 わかば保育園 52-1370 ２号認定、３号認定

保育所 ひまわり保育園 52-1377 ２号認定、３号認定

保育所 くるみ保育園 52-2716 ２号認定、３号認定

保育所 りんどう保育園 52-3949 ２号認定、３号認定

保育所 みどり保育園 52-5002 ２号認定、３号認定

保育所 蓼 池 保 育 園 52-5060 ２号認定、３号認定

保育所 稗 田 保 育 園 52-5889 ２号認定、３号認定

認定こども園 みまた幼稚園 52-1223 １号認定、２号認定、３号認定

認定こども園 第 一 幼 稚 園 52-3893 １号認定、２号認定、３号認定

■問い合わせ＝福祉課�児童福祉係　☎52―1111（内線166・167）
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︱
目
的
・
趣
旨

「
町
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
な

ど
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。

︱
開
催
方
法

開
催
日
や
場
所
に
つ
い
て
は
、
各
地

区
の
自
治
公
民
館
の
希
望
に
基
づ
い
て

開
催
し
て
い
ま
す
。こ
と
し
は
６
月
か

ら
７
月
に
か
け
て
、
町
内
八
つ
の
地
区

で
開
催
し
ま
し
た
。

︱
主
な
内
容

主
な
内
容
は
、
本
年
度
の
新
規
・
重

要
事
業
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び

質
疑
応
答
、
そ
の
他
自
由
な
意
見
交
換

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

︱
意
見
・
要
望
な
ど
の
取
り
扱
い

各
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

貴
重
な
ご
意
見
や
提
言
、
要
望
な
ど
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
で
真し

ん

摯し

に
受
け
止

め
、
内
容
を
十
分
に
検
討
し
、
今
後
の

町
政
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
予
算
を
伴
う
対
応
に
つ
き

ま
し
て
は
、
予
算
の
範
囲
内
と
緊
急
性

を
考
慮
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応

し
ま
す
。

座
談
会
で
出
さ
れ
た
質
疑
応
答
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

※�

実
際
の
質
疑
応
答
の
内
容
を
要
約
・
抜

粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。ご
了
承
く

だ
さ
い
。

（
質
問
・
要
望
）【
第
２
地
区
】

町
の
人
口
は
︑
増
加
傾
向
に
あ
る
と

は
い
え
︑
い
ず
れ
人
口
減
少
に
転
じ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
︒町
は
今
後
ど
の
よ

う
な
人
口
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え

る
の
か
︒
ま
た
自
治
公
民
館
活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
︑
町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
︑何
を
求
め
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
︒

（
町
の
回
答
）【
町
長
】

将
来
的
な
人
口
減
少
に
つ
い
て
は
、

本
町
と
し
て
も
切
実
に
受
け
止
め
て
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
元
気
に

過
ご
せ
、将
来
の
社
会
を
担
え
る
よ
う
、

特
に
子
育
て
支
援
と
雇
用
機
会
の
創
出

に
つ
い
て
は
、
今
後
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。そ
し
て
、
そ
の
取

り
組
み
の
中
で
本
町
の
独
自
性
を
発
揮

し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
自
治
公
民
館

活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
十
分

な
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
行
政
が
で
き

る
部
分
と
地
域
で
で
き
る
部
分
の
役
割

を
区
分
け
し
、
町
民
と
行
政
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
今
後
も
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

（
質
問
・
要
望
）【
第
７
地
区
】

都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
︵
仮
称
︶

の
移
転
に
伴
う
︑
ご
み
収
集
体
制
の
見

直
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
︒

（
町
の
回
答
）【
環
境
水
道
課
長
】

来
年
３
月
、
ご
み
処
理
施
設
が
現
在

の
都
城
市
清
掃
工
場
か
ら
新
設
の
都
城

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
・
都
城

市
山
田
町
）
へ
と
移
転
す
る
た
め
、
本

町
と
都
城
市
は
、
ご
み
収
集
に
係
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
の
協
議
を
重

ね
て
い
ま
す
。移
転
に
よ
る
大
き
な
変

化
は
、
こ
れ
ま
で
不
燃
物
扱
い
だ
っ
た

物
の
多
く
が
可
燃
物
と
し
て
処
理
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
、
収
集
車
両
の

移
動
距
離
が
遠
く
な
る
こ
と
で
す
。こ

れ
ら
の
変
化
を
踏
ま
え
、
ご
み
の
分
別

方
法
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
円
滑
に

移
行
で
き
る
よ
う
、
新
し
い
ご
み
収
集

体
制
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
質
問
・
要
望
）【
第
７
地
区
】

防
災
行
政
無
線
の
整
備
の
方
針
・
内

容
に
つ
い
て
と
︑
全
世
帯
へ
の
戸
別
受

信
機
器
な
ど
の
導
入
計
画
が
あ
る
の
か

伺
い
た
い
︒

（
町
の
回
答
）【
総
務
課
長
】

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
か
ら
２
カ
年
事
業
で
デ
ジ
タ
ル
方
式

へ
の
移
行
を
進
め
て
い
ま
す
。一
昨
年

度
に
、
現
状
の
調
査
・
設
計
を
行
い
放

送
が
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
放
送
ラ
ッ

パ
の
角
度
や
障
害
物
な
ど
の
エ
リ
ア
調

査
を
行
い
ま
し
た
。昨
年
度
か
ら
、
こ

の
エ
リ
ア
調
査
を
基
に
放
送
塔
の
建
て

替
え
、
場
所
に
よ
っ
て
は
移
転
設
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
危
険
箇
所
地
域

に
住
む
住
民
や
公
民
館
長
な
ど
の
皆
さ

ま
の
た
め
に
、
情
報
の
や
り
取
り
が
で

き
る
双
方
向
通
信
が
可
能
な
戸
別
受
信

機
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

（
質
問
・
要
望
）【
第
４
地
区
】

来
年
４
月
に
か
け
て
︑
各
種
選
挙
が

行
わ
れ
る
が
︑
こ
の
選
挙
に
お
け
る
投

票
率
の
低
さ
と
い
う
問
題
の
一
つ
は
︑選

挙
ポ
ス
タ
ー
︵
広
報
・
啓
発
︶
の
掲
示
場

所
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
︒新

興
住
宅
街
と
い
っ
た
新
し
い
地
区
に
は

掲
示
板
が
な
く
︑
反
対
に
掲
示
板
が
密

集
し
て
い
る
地
区
も
あ
る
︒ぜ
ひ
︑掲
示

場
所
に
つ
い
て
は
︑町
内
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒

（
町
の
回
答
）【
総
務
課
長
】

現
在
、
選
挙
の
際
に
は
、
町
内
85
カ

所
に
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
板
を
設
置

し
て
い
ま
す
。設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、

町
有
地
に
優
先
的
に
設
置
し
、
民
有
地

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の
方
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
土
地
の
一
部
を
借
用
・

設
置
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、
新
興
住

宅
地
区
に
お
い
て
は
、
市
街
地
の
形
状

も
以
前
と
比
べ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
自
治
公

民
館
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
質
問
・
要
望
）【
第
２
地
区
】

過
疎
定
住
促
進
を
目
的
と
し
て
︑
過

疎
地
域︵
長
田・梶
山・宮
村
︶以
外
か
ら

の
転
入
・
転
居
者
に
対
し
︑家
屋
購
入
な

ど
の
助
成
制
度︵
過
疎
定
住
促
進
奨
励

金
︶
が
あ
る
︒
し
か
し
︑
初
め
か
ら
過
疎

地
域
に
住
む
地
元
住
民
が
︑
過
疎
地
域

に
お
い
て
家
屋
購
入
な
ど
を
行
っ
た
場

合
︑助
成
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
が
︑理

由
を
伺
い
た
い
︒

（
町
の
回
答
）【
副
町
長
】

こ
の
過
疎
定
住
促
進
奨
励
金
が
始

ま
っ
た
経
緯
は
、
過
疎
地
域
以
外
か
ら

の
住
民
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
小

学
校
の
複
式
学
級
を
解
消
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
し
た
。過
疎
地
域
に
初
め
か
ら

住
む
方
が
同
地
域
に
お
い
て
家
屋
購
入

な
ど
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
複
式
学
級

町
で
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

「
地
区
座
談
会
」
を
町
内
８
カ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
、
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
・
町
の
各
課

（
局
・
室
）
長
と
の
間
で
、
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

地区座談会の様子
（６月４日・第２地区交流プラザ）

の
解
消
と
い
う
所
期
の
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
か

ら
、
現
制
度
で
は
同
地
域
に
初
め
か
ら

住
む
方
に
対
し
、
助
成
を
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
。し
か
し
、
今
後

は
少
子
化
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
見
据

え
、
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
質
問
・
要
望
）【
第
６
地
区
】

蓼
池
の
都
市
下
水
路
に
つ
い
て
︑
こ

の
都
市
下
水
路
の
吐と

出し
ゅ
つ

口ぐ
ち

部
分
は
︑
水

質
悪
化
が
ひ
ど
く
︑
悪
臭
が
付
近
に
立

ち
込
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
︒町
で
は
︑

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で
の
ヘ
ド
ロ
除
去
や
Ｅ

Ｍ
団
子
投
入
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
が
︑

一
向
に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
︒早
期
の
改

善
に
向
け
て
︑
町
は
何
か
対
策
を
検
討

し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
︒

（
町
の
回
答
）【
町
長
】

町
と
し
て
も
、
蓼
池
の
都
市
下
水
路

に
お
け
る
水
質
改
善
・
悪
臭
に
対
す
る

環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
喫き

っ

緊き
ん

の
課
題

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。本
年
度
か
ら
３

カ
年
事
業
で
都
市
下
水
路
の
大
が
か
り

な
清
掃
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。今

後
は
、状
況
を
見
な
が
ら
、さ
ら
な
る
改

善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
質
問
・
要
望
）【
第
８
地
区
】

本
町
は
︑
梶
山
城
な
ど
の
歴
史
上
に

新しくできる都城市クリーンセンター（仮称）都城島津三代北郷久秀・弟忠充通の墓（三股町指定史跡）

名
を
残
す
素
晴
ら
し
い
史
跡
が
あ
る
︒こ

の
豊
か
な
環
境
を
通
し
︑
こ
れ
か
ら
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
愛
や

礼
節
を
身
に
付
け
な
が
ら
学
ん
で
ほ
し

い
と
思
う
︒ぜ
ひ
史
跡
巡
り
な
ど
と
い
っ

た
企
画
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒

（
町
の
回
答
）【
教
育
長
】

現
在
、町
内
の
各
小
学
校
に
お
い
て
、

「
郷
土
を
学
ぶ
」
と
い
う
授
業
が
あ
り
、

郷
土
に
つ
い
て
深
く
理
解
を
促
す
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。さ
ら
な
る
積
極
的
な
取
り
組

み
が
で
き
る
よ
う
今
後
も
支
援
し
て
い

き
ま
す
。ま
た
こ
と
し
は
社
会
科
副
読

本
の
全
面
改
訂
を
行
う
予
定
で
す
。そ

の
中
で
本
町
の
史
跡
に
つ
い
て
も
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
町
民
の
方
や
子
供
た
ち

に
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
、
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

平
成
26
年
度（
第
５
回
）

地
区
座
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

■問い合わせ＝地域政策室　地域政策係　☎52―1111（内線222）
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「
第
24
回
三
股
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」は
、

11
月
８
～
９
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
町

立
文
化
会
館
南
側
臨
時
駐
車
場
を
主
会
場

に
開
か
れ
、
約
４
万
５
千
人
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
場
産
業
や
文
化
発
展
な
ど

を
目
的
に
、
町
や
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
都
城
三

股
支
所
、
各
種
民
主
団
体
な
ど
で
構
成
さ

れ
る「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

が
企
画
し
た
も
の
で
す
。多
く
の
ブ
ー
ス

や
屋
台
が
立
ち
並
ん
だ
同
会
場
。多
彩
な

催
し
や
出
し
物
の
披
露
が
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
三
股
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、同
２
日
間
、「
第
24
回
三
股
町
文
化
祭
」

を
開
催
。個
人
や
団
体
か
ら
出
展
さ
れ
た

書
道
、
絵
画
や
創
作
物
な
ど
８
８
９
点
を

展
示
し
ま
し
た
。

初日の最後を飾った打ち上げ花火（８日）

勝岡小みどりの少年団（８日）

蓼池保育園のちびっこ太鼓（８日）

梶山小・梶山の奴踊り（８日）
抽選会で１等・旅行券が２組に当たりました（９日）

ランニングバイク体験

５種類の鍋1,000食が振る舞われた夜鍋談義（８日）
タマリソラ

ミさん・キ
ナコさん、

みやざき犬
、んじゃ様

（８日）

みまたふるさと大使・
山田孝雄さん【作詞家】が

妻・松原愛さん【演歌歌手】と
熱唱（８日）

４万５千人の熱気あふれる

三股町
ふるさとまつり

第
24
回

「みまたん絵」会長賞を受賞した吉村雫月さん（三股西小４年）

町文化協会　仮屋郷土芸能保存会（�９日）

町文化協会
カトレアフラダンス（９日）

町文化協会　中山芳伶会（�９日）

KIZUNA�MARKET【キズナマーケット】（９日）ドリーム戦隊ミマタレンジャー（９日）

ことしもピエロが来場

地元産ゴマを使った加工品が振る舞われました

門松さおりさん・門松ひろこさん姉妹（９日）第24回三股町文化祭 国際交流コーナー

ミニＳＬ

高所作業車
体験コーナー（９日）

キャンドルアート（8日）

三股中エアロビックダンス部（８日）
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ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

10
月
23
日
︑
勝
岡
小
学
校︵
野

中
栄
治
校
長
︑
２
８
３
人
︶
の
５

年
生
児
童
49
人
が
︑勝
岡
地
区・山

元
政ま

さ

治は
る

さ
ん
の
田
ん
ぼ︵
約
０
・７

㌃
︶
で
稲
刈
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
︒

農
業
・
初は

つ

森も
り

修し
ゅ
う

一い
ち

さ
ん
＝
餅
原
＝

指
導
の
下
︑
鎌
を
片
手
に
田
ん
ぼ

に
入
る
児
童
︑
教
職
員
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
︒
ぬ
か
る
ん
だ
土
の
部

分
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
︑
鎌

を
器
用
に
扱
い
︑
稲
を
刈
っ
て
い

き
ま
し
た
︒そ
の
後
︑機
械
を
使
っ

て
脱だ

っ

穀こ
く

︒収
穫
し
た
約
３
０
０
㌔

ɡ
の
餅
米
は
︑
天
日
で
干
し
た
後
︑

12
月
の
餅
つ
き
に
使
用
さ
れ
る
予

定
と
の
こ
と
で
す
︒

三
股
郷
土
史
研
究
会︵
比ひ

江え

嶋じ
ま

哲て
つ

二じ

会
長
︶
は
︑11
月
１
日
︑機
関

誌﹃
ふ
る
さ
と
み
ま
た
﹄第
32
号
を

発
行
し
ま
し
た
︒

同
会
は
毎
年
１
回
︑
機
関
紙
を

発
行
︒今
号
で
は
︑
三
股
開
拓
の

先
駆
者
・
三み

島し
ま

通み
ち

庸つ
ね

に
つ
い
て
ま

と
め
た﹃
都
城
盆
地
で
の
三
島
通

庸
﹄︵
桑
畑
三
則
さ
ん
執
筆
︶
な
ど
︑

郷
土
史
研
究
︑
随
想
や
短
歌
な
ど

合
計
19
作
品
を
収
録
し
て
い
ま
す
︒

Ａ
５
判
１
６
８
㌻
︑
１
冊
１
０
０

０
円
で
販
売
中
で
す
︒問
い
合
わ

せ
は
町
教
委
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
０
９
８
６
︱
52
︱
１
１
１
１

︵
内
線
２
９
１
︶
ま
で
︒

11
月
14
日
︑
町
立
文
化
会
館
で

﹁
第
32
回
三
股
町
小
・
中
学
校
合
同

音
楽
会
﹂︵
町
教
育
研
究
会
音
楽
部

会
主
催
︶が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒こ

の
行
事
は
︑
音
楽
を
通
し
て
豊
か

な
感
性
を
育
て
る
こ
と
や
︑
他
校

の
児
童
生
徒
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
︑
毎
年
開
か
れ

て
い
ま
す
︒町
内
全
小
中
学
校
か

ら
約
３
３
０
人
が
出
演
し
︑
合
唱

や
合
奏
を
披
露
︒開
幕・閉
幕
時
の
︑

出
演
者
・
観
客
全
員
に
よ
る
合
唱

で
は
︑
皆
さ
ん
の
歌
声
で
会
場
全

体
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
︒日
頃

の
学
習
成
果

を
存
分
に
発

揮
し
た
出
演

者
た
ち
︒終
演

後
︑会
場
内
は

大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
︒

稲
刈
り
を
体
験

勝
岡
小
５
年
生
児
童

機
関
誌
第
32
号
を
発
行

三
股
郷
土
史
研
究
会

音
楽
通
じ
豊
か
な
心
を

小・
中
学
校
合
同
音
楽
会

東
京
都
と
そ
の
近
隣
在
住
の
三

股
町
出
身
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

在
京
三
股
会
は
︑10
月
25
日
︑東
京

都
新
宿
区
で﹁
第
30
回
在
京
三
股

会
通
常
総
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
︒

会
員
40
人
の
ほ
か
︑
町
長
や
町

議
会
議
長
な
ど
が
来
賓
と
し
て
出

席
︒
こ
れ
は
会
員
相
互
の
交
流
を

図
ろ
う
と
︑毎
年
１
回
︑開
か
れ
て

い
る
会
合
で
す
︒

総
会
に
合
わ
せ
て
同
会
場
で
実

施
さ
れ
た
の
が
︑﹁
み
ま
た
ふ
る
さ

と
大
使
﹂の
委
嘱
状
交
付
式
︒作
詞

家・山
田
孝
雄
さ
ん︵
68
︶＝
梶
山

出
身
＝
︑書
道
家・大
石
三
世
子
さ

ん︵
68
︶＝
山
王
原
出
身
＝
の
２
人

を﹁
み
ま
た
ふ
る
さ
と
大
使
﹂と
し

て
新
た
に
任
命
し
ま
し
た
︒

今
後
︑２
人
に
は
︑そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
な
ど
を
通
し
て
︑
三
股
町
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
た
だ

き
ま
す
︒

11
月
７
日
に
宮
崎
市
で
開
か

れ
た﹁
第
31
回
九
州
地
方
更
正
保

護
大
会
﹂
で
︑三
股
中
学
校
が﹁
第

64
回﹃
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹄

に
お
け
る
民
間
協
力
者
に
対
す
る

法
務
大
臣
感
謝
状
﹂
を
受
領
︒
そ

れ
を
受
け
て
︑
11
月
17
日
に
同
校

の
八や

ヶが

代し
ろ

俊と
し

夫お

校
長
が
︑
町
長
・

教
育
長
へ
受
領
報
告
を
行
い
ま
し

た
︒都
城
地
区
保
護
司
会
三
股
支

部
と
連
携
し
︑
平
成
14
年
度
か
ら

毎
年
︑﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
﹂
の
一
環
と
し
て
講
演
会
な
ど

を
行
っ
て
き
た
同
校
︒長
年
に
わ

た
る
実
績
が
評
価
さ
れ
て
の
感
謝

状
受
領
と
な
り
ま
し
た
︒

み
ま
た
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任

山やま
田だ
孝たか
雄お
さ
ん・
大おお
石いし
三み
世よ
子こ
さ
ん

「
法
務
相
感
謝
状
」受
領
報
告

三
股
中
学
校

10
月
24
日
に
宮
崎
市
で
開
か

れ
た﹁
平
成
26
年
度
宮
崎
県
教
育

職
員
表
彰
式
﹂
で
︑
三
股
西
小
学

校︵
園
田
修
司
校
長
︑７
５
５
人
︶

に
勤
務
す
る
古
賀
正
洋
指
導
教
諭

が
優
良
教
育
実
践
表
彰
を
受
賞
︒

表
彰
を
受
け
た
古
賀
指
導
教
諭
が
︑

同
校
の
園
田
校
長
と
一
緒
に
︑
10

月
27
日
︑町
長・教
育
長
へ
受
賞
報

告
を
行
い
ま
し
た
︒

平
成
25
年
度
か
ら
︑
本
町
初
の

﹁
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
﹂と
し

て
︑
各
種
研
修
で
公
開
授
業
を
実

施
す
る
な
ど
︑
他
の
模
範
と
な
る

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
の
表
彰

と
な
り
ま
し
た
︒

10
月
27
～
28
日
︑
㈱
ミ
ヤ
チ
ク

高
崎
工
場
で
第
58
回
宮
崎
県
畜
産

共
進
会
の
第
２
部﹁
肉
牛
枝
肉
の

部
﹂
と
第
３
部﹁
肉
豚
枝
肉
の
部
﹂

が
行
わ
れ
ま
し
た
︒県
内
各
地
か

ら
え
り
す
ぐ
り
の
宮
崎
牛
１
１
０

頭
・
肉
豚
１
７
４
頭
が
一
堂
に
集

結
し
た
今
大
会
︒本
町
か
ら
は
︑第

２
部
に
藏く

ら

元も
と

久ひ
さ

美み

さ
ん
＝
櫟
田
＝
︑

福ふ
く

永な
が

透と
お
るさ

ん
＝
蓼
池
＝
︑別べ

つ

納の
う

軍ぐ
ん

一い
ち

さ
ん
＝
田
上
＝
︑
大お

お

盛も
り

聖と
し

謨あ
き

さ

ん
＝
中
米
＝
が
出
品
︒第
３
部
に

(

有)

石
坂
フ
ァ
ー
ム
が
出
品
し
ま

し
た
︒審
査
の
結
果
︑第
２
部
で
藏

元
久
美
さ
ん
が

見
事
優
等
８
席

を
獲
得
︒本
町

に
お
け
る
肥
育

技
術
の
高
さ
を

県
内
外
に
知
ら

し
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
︒

「
県
教
育
職
員
表
彰
」受
賞
報
告

三
股
西
小
・
古こ
賀が
正まさ
洋ひろ
指
導
教
諭

肥
育
農
家
・
藏く

ら

元も
と

久ひ
さ

美み

さ
ん

県
共
進
会「
優
等
８
席
」に
輝
く

10
月
22
～
23
日
︑
高
千
穂
町
で
︑

第
58
回
宮
崎
県
畜
産
共
進
会
の
肉

用
種
種
牛
の
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

生
後
月
数
で
区
分
さ
れ
た
３
部
門

︵
第
１
～
３
類
︶
で
上
位
を
競
っ

た
の
は
︑
県
内
各
地
か
ら
集
め
ら

れ
た
え
り
す
ぐ
り
の
育
成
牛
71
頭
︒

う
ち
２
頭
は
本
町
か
ら
出
品
さ
れ

た
牛
で
す
︒審
査
の
結
果
︑第
２
類

で
上か

み

石い
し

昭し
ょ
う

二じ

さ
ん
＝
谷
＝
の﹁
ゆ

り
﹂
号
が
見
事
優
等
２
席
に
輝
き

ま
し
た
︒ま
た
第
３
類
で
︑白し

ら

尾お

利と
し

春は
る

さ
ん
＝
檪
田
＝
の﹁
み
ほ
﹂号
が

１
等
に
入
賞
︒本
町
畜
産
技
術
の

高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
︒

繁
殖
農
家
・
上
石
昭
二
さ
ん

県
共
進
会「
優
等
２
席
」に
輝
く

「
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
ほ
か
の
先
生
と
一

緒
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
今
ま
で

以
上
に
頑
張
り
ま
す
」

「
大
変
光
栄
で
す
。
今
後
も
保
護
司
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
」

「
コ
ン
サ
ー
ト
で
た
く
さ
ん
の
方
の
笑
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を

実
感
し
ま
し
た
」

「
コ
メ
作
り
は
初
め
て
で
す
。
難
し
か
っ
た
け

れ
ど
、
い
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
昔
の
人
の

コ
メ
作
り
の
苦
労
が
分

か
り
ま
し
た
」

優
良
教
育
実
践
表
彰

三
股
西
小
学
校

三
股
中
学
校

主
催
者
代
表

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
M’s
ハ
ー

ト
フ
ル 

理
事
長

参
加
者 

勝
岡
小
５
年

「ゆり」号

「みほ」号

古
賀
正
洋 

指
導
教
諭

八
ヶ
代
俊
夫 

校
長

玉
利
一
道
さ
ん

森も
り

夕ゆ

羽う

華か

さ
ん

今い
ま

村む
ら

朋と
も

也や

君
　

高
齢
者
や
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
の
孤
立
化
を
防
ぐ
こ
と
な

ど
を
目
的
に
︑
10
月
19
日
︑
町
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
﹁
元
気
の
杜も

り

﹂

で
︑﹁
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
in

三
股
﹂︵
町
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Mʼs
ハ
ー

ト
フ
ル
主
催
︶
が
開
か
れ
ま
し
た
︒

約
80
人
が
参
加
︒
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
︑
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
︑
自
殺
で
家
族
を
失
っ
た
遺
族

の
手
記
が
朗
読
さ
れ
ま
し
た
︒
コ

ン
サ
ー
ト
を
堪
能
し
た
来
場
者
は

終
演
後
︑
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
︒
さ
ら
に
同
会
場
で
は
︑

骨
髄
バ
ン
ク
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル

展
も
行
わ
れ
ま
し
た
︒

10
月
26
日
︑
町
文
化
協
会︵
田

中
正し

ょ
う

吉き
ち

会
長
︶
は
︑町
立
文
化
会
館

で﹁
第
28
回
芸
能
発
表
会
﹂を
開
催

し
ま
し
た
︒町
内
で
活
動
す
る
17

団
体
か
ら
約
１
５
０
人
が
出
演
︒舞

踊
︑民
舞
や
大
正
琴
な
ど
︑日
頃
の

稽
古
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
︒次
々

と
披
露
さ
れ
る
多
彩
な
演
目
に
︑会

場
か
ら
大
き
な
歓
声
と
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
︒ま

た
同
協
会
発
展
に
貢
献
し
た
５
人

︵
平
原
純じ

ゅ
ん

子こ

さ
ん
︑
桑く

わ
　
は
た畑

マ
リ
子
さ
ん
︑

福
島
房ふ

さ

枝え

さ
ん
︑
財た

か
ら

部べ

ト
シ
子
さ
ん
︑

木
佐
貫
フ
ヂ

さ
ん
︶
の
表

彰
式
も
併
せ

て
行
わ
れ
ま

し
た
︒

感
動
通
じ
絆
深
め
る

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
in
三
股

日
頃
の
稽
古
成
果
を
披
露

芸
能
発
表
会

山田孝雄さん（左から２人目）と
大石三世子さん（右）

上石昭二さん（中央）と白尾利春さん（右）

稲刈りに汗を流しました

藏元久美さん

コンサートで多くの方が笑顔になりました舞踊・民舞指導者による踊り

「ぜひ読んでください」と話す比江嶋哲二会長

全員合唱（閉幕時）

三股中が法務相感謝状を受領

古賀正洋指導教諭（左から２人目）

藏元久美さんが出品した
宮崎牛肉断面

全員合唱（開幕時）

今回表彰を受けた皆さん
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〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★楽しく・賢く・きちんと食べる★

●問い合わせ：健康管理センター�☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は、「おいしい」「栄養価が高い」「安い」と良いこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

芽キャベツとケールを交配させた新しい野菜です。ビタミンやミネラルが多く、特にβカロテンが豊富で、栄養価の高い緑黄色
野菜です。

12月の旬食材…プチヴェール　※材料は全て1人分です。

◎副菜　エリンギのガーリック炒め
 43㌔㌍　塩分0.5㌘
材　料　�エリンギ…30㌘、エノキダケ…30㌘、ネギ…

30㌘、ごま油…小さじ1/2、ニンニク…1/2かけ、
塩…小さじ1/10、こしょう…少々

作り方　�①エリンギは細切り、エノキダケは長さを半分、
ネギは斜め薄切りにする。②フライパンにごま
油とスライスしたニンニクを入れ、中火でじっ
くりと焼き、エリンギ・エノキダケを加えて炒
める。しんなりしたらネギを入れて炒め、塩・
こしょうで調味する。

◎もう一品　リンゴヨーグルト
 76㌔㌍　塩分0.1㌘
材　料　�リンゴ…50㌘、レーズン…5㌘、ヨーグルト…

50㌘
作り方　�①リンゴはよく洗い、サイコロ状に切る。②器

にリンゴ・レーズンを入れ、上からヨーグルト
を掛ける。

◎主食　ご飯
 168㌔㌍　塩分0㌘
材　料　��ご飯…100㌘

◎主菜　ビーフシチュー
 293㌔㌍　塩分2.0㌘
材　料　�牛外モモ肉…80㌘、塩・こしょう…少々、小麦粉

…大さじ1/2、タマネギ…30㌘、ニンジン…20
㌘、ブロッコリー…20㌘、マッシュルーム…20㌘、
油…小さじ1/2、デミグラスソース…30㍉㍑、ブ
イヨン…250㍉㍑、トマトピューレ…25㍉㍑

作り方　�①牛外モモ肉は塩・こしょうを振り、小麦粉を
まぶす。②鍋に油を熱し、牛肉を焼く。デミグ
ラスソース・ブイヨン・トマトピューレを加え、
あくを取りながら弱火で1時間半煮込む。③タ
マネギはくし切り、ニンジンは一口大に切る。
④鍋に野菜とマッシュルームを加え30分煮る。
⑤器に注ぎ、別ゆでしたブロッコリーを添える。

◎副菜　プチヴェールのゴマ風味サラダ
 180㌔㌍　塩分1.5㌘
材　料　�プチヴェール…30㌘、ワカメ(乾燥) …2㌘、ト

マト…1/4個、チーズ…10㌘、★ドレッシング用
材料（マヨネーズ…大さじ１、すりゴマ…大さじ
1/2、砂糖…小さじ1/2、しょうゆ…小さじ1/2、
酢…小さじ1/2）

作り方　�①プチヴェールはさっとゆでる。ワカメは水で
戻し、よく搾る。②トマトは一口大、チーズは
１㌢角のサイコロ状に切る。③★のドレッシン
グ用材料を全部混ぜる。④皿にワカメを敷き、
プチヴェール・トマト・チーズを盛り合わせ、
ドレッシングを掛ける。

外
国
語
指
導
助
手
の
コ
ー
ナ
ー

日
本
文
化
を
満ま

ん

喫き
つ

　

三
股
町
に

住
み
始
め
て

３
カ
月
が
た

ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
日

本
文
化
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。私
が
日
頃
、
日
本
語
を
勉

強
し
た
り
、
ま
た
児
童
に
英
語
を
教
え

た
り
、
楽
し
く
給
食
を
食
べ
た
り
す
る

中
で
、
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
の
習
慣
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。中
で
も
、
ど
こ
か
に

旅
行
に
行
っ
た
人
が
、
お
土
産
を
買
っ

て
き
て
職
場
な
ど
に
配
る
こ
と
は
、
周

り
の
人
を
幸
せ
に
す
る
素
晴
ら
し
い
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
見
知
ら
ぬ

土
地
の
食
べ
物
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。さ
て
、
10
月
に

三
股
小
学
校
の
運
動
会
に
出
席
し
た
私

は
、
そ
の
内
容
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

徒
競
走
、
リ
レ
ー
や
郷
土
芸
能
だ
け
で

な
く
、
低
学
年
児
童
の
た
め
の
楽
し
い

競
技
、
例
え
ば
綱
引
き
な
ど
が
あ
り
ま

す
。そ
し
て
児
童
が
お
互
い
を
応
援
し

合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
で
分
け

ら
れ
た
団
の
下も
と

で
一
致
団
結
す
る
姿
は

最
高
で
し
た
。私
に
と
っ
て
日
本
文
化

を
知
る
こ
と
は
、
時
に
驚
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、興
味
深
く
、と
て
も
楽
し
い

経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

よ
り
多
く
の
日
本
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

トルーアン・L・ルイーズ

　

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

感想画の佳作作品 幼　
　

児　

陳じ
ん

ヶが

尾お

康こ
う

汰た
︵
み
ま
た
幼
︶

小
学
１
年　

飯い
い

田だ

凛り
ん︵
三
股
西
小
︶

小
学
２
年　

戸と

髙だ
か

璃り

子こ
︵
三
股
西
小
︶

小
学
３
年　

井い

手で

之の

上う
え

虹な
な

美み
︵
長
田
小
︶

小
学
４
年　

貴き

島じ
ま

莉れ
い

奈な
︵
勝
岡
小
︶

小
学
５
年　

田た

中な
か

琉り
ゅ
う

音と
︵
三
股
西
小
︶

※
小
学
６
年
～
中
学
３
年
は
該
当
な
し

●
お
薦
め
の
新
着
本
で
す

・『
谷
川
俊
太
郎
詩
と
絵
本
の
世
界
』

玄
光
社
／
出
版

谷
川
絵
本
と
い
う
豊
か
な
森
へ
の
案

内
書
で
す
︒詩
人
・
谷
川
俊
太
郎
が
︑
多

く
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
画
家
と
組

ん
だ
創
作
絵
本
と
︑
こ
れ
ま
で
に
手
掛
け

た
絵
本
の
半
数
以
上
を
占
め
る
翻
訳
絵

本
を
カ
ラ
ー
で
紹
介
︒さ
ら
に
絵
本
以
外

の
詩
画
集
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

■�

休
館
案
内︵
21
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
︶

月
曜
日︵
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
︶・

祝
日
・
年
末
年
始︵
12
月
28
日
～
１
月
４

日
︶・
第
３
水
曜
日︵
館
内
整
理
日
︶・
館
内

資
料
一
斉
点
検︵
年
１
回
・
15
日
以
内
︶

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

【
み
ま
た
座
中
間
公
演
】

10
月
18
日
︑
自
主
文
化
事
業
・
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ﹁
み
ま
た
座
﹂
11
期
生・中
間
公

演﹃
活
気
の
こ
ど
も
た
ち
﹄
が
行
わ
れ
ま
し

た
︒﹁
み
ま
た
座
﹂
と
は
︑
毎
年
６
月
～
３
月

に
町
立
文
化
会
館
で
開
か
れ
て
い
る
小
中
高

生
対
象
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
︑
こ
と

し
は
24
人
が
参
加
︒演
劇
監
督
は
永な
が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き

さ
ん︵
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
代
表
︶
で
す
︒

物
語
の
舞
台
は
︑夏
休
み
の
三
股
町
︒子
ど

も
た
ち
が
︑１
０
０
年
前
の
三
股
村
に
あ
っ

た
文
武
両
道
を
う
た
う
道
場﹁
龍り
ゅ
う

雲う
ん

館か
ん

﹂
の

恒
例
行
事﹁
三
股
か
ら
青
島
海
水
浴
場
ま
で

の
夜
間
徒
歩
﹂
に
挑
戦
し
ま
す
︒そ
こ
に﹁
龍

雲
館
﹂
の
子
ど
も
が
一
人
︑
１
０
０
年
前
か

ら
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
く
る
と
い
う
お

話
︒原
案
は
宮み
や

内う
ち

浩こ
う

二じ

郎ろ
う

館
長︵
三
股
町
教

育
長
︶
で
す
︒笑
い
あ
り
︑感
動
あ
り
の
︑三

股
の
歴
史
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
公
演

で
し
た
︒こ
の
演
劇
は
︑同
日
昼
に﹁
第
１
回

文
教
み
ま
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂で
上
演
︑夜

は
一
般
公
演
と
し
て
上
演
し
ま
し
た
︒

【
渡
辺
え
り
さ
ん
が
や
っ
て
来
ま
し
た
】

11
月
11
日
︑
自
主
文
化
事
業
・
演
劇
公
演

﹃
天
使
猫
﹄
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒上
演
し
た
の

は
東
京
の
劇
団﹁
オ
フ
ィ
ス
３
〇
〇
﹂︒テ
レ

ビ
・
映
画
・
舞
台
で
活
躍
中
の
女
優
・
渡
辺

え
り
さ
ん
主
宰
の
劇
団
で
す
︒渡
辺
さ
ん
は
︑

演
出
家
・
劇
作
家
で
も
あ
り
︑
演
劇
界
の
芥

川
賞
と
い
わ
れ
る﹁
岸き
し

田だ

國く
に

士お

戯
曲
賞
﹂
を

１
９
８
３
年
に
受
賞
し
て
い
ま
す
︒

今
回
の
作
品
は
︑山
形
出
身
の
渡
辺
さ
ん

が
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
書
き
下
ろ
し
た

音
楽
劇
︒物
語
は
同
じ
東
北
出
身
の
文
人
・

宮み
や

澤ざ
わ

賢け
ん

治じ

の
人
生
と
︑彼
が
残
し
た
童
話
の

世
界
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
進
ん
で

行
き
ま
す
︒﹃
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
﹄
の
山
猫
や

﹃
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
﹄
な
ど
の
︑キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
次
々
と
登
場
し
︑不
思
議
な
世
界

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
︒

出
演
は
︑渡
辺
さ
ん
︑宇う

梶か
じ

剛た
か

士し

さ
ん
を
筆

頭
に
東
京
で
活
躍
中
の
役
者
22
人
︒満
席
と

な
っ
た
会
場
は
︑
そ
の
熱
演
に
引
き
込
ま
れ

演
劇
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
︒

『天使猫』本番の様子

「みまた座」中間公演・本番の様子

●�

第
42
回
読
書
感
想
文
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

結
果
を
発
表
し
ま
す

今
回
の
町
立
図
書
館
の
読
書
感
想
文
感
想

画
コ
ン
ク
ー
ル
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒感
想
文
は
小
学
生

１
９
５
点
︑
中
学
生
49
点
︑
感
想
画
は
幼
稚

園
・
保
育
園
児
１
０
２
点
︑
小
学
生
65
点
︑

中
学
生
26
点
の
合
計
４
３
７
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
︒審
査
結
果
は
次
の
通
り
で
す
︒

【
感
想
文
の
部
】

最
優
秀
賞（
敬
称
略
）

小
学
１
年　

米よ
ね

澤ざ
わ

咲さ
く

楽ら　
︵
三
股
西
小
︶

小
学
２
年　

末す
え

永な
が

桜さ
く
ら

子こ　
︵
三
股
西
小
︶

小
学
３
年　

入い
り

江え

俊し
ゅ
ん

太た　
︵
三
股
西
小
︶

小
学
４
年　

小こ

林ば
や
し

美み

海う　
︵
宮
村
小
︶

小
学
５
年　

恒つ
ね

吉よ
し

羽は

月づ
き　

︵
三
股
西
小
︶

小
学
６
年　

木き

佐さ

貫ぬ
き

蒼そ
う

史し　
︵
三
股
西
小
︶

中
学
１
年　

塩し
お

見み

帆ほ

乃の

夏か　
︵
三
股
中
︶

中
学
２
年　

橋は
し

口ぐ
ち

諒ま
さ

生き　
︵
三
股
中
︶

中
学
３
年　

米よ
ね

村む
ら

美み

智ち

子こ　
︵
三
股
中
︶

【
感
想
画
の
部
】

最
優
秀
賞（
敬
称
略
）

感想画の最優秀賞・優秀賞作品
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■申し込み締め切り＝各小中学校ま
でお問い合わせください。
※詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ
　教育委員会　教育課　学校教育係
　☎52－�1111（内線424）

経済産業省では、工業統計調査を平
成26年12月31日（水）現在で実施します。

これは製造業を営む事業所を対象に、
その活動実態を明らかにすることを目
的として行われる国の重要な統計調査
です。調査結果は、国や地方公共団体の
行政施策の重要な基礎資料として利用
されるとともに、企業、大学などでの
研究資料、小・中・高等学校の教材など、
幅広く利用されています。

提出された調査内容の秘密は、統計
法に基づき厳守されますので、安心し
て正確なご記入をお願いします。
■問い合わせ
　地域政策室　地域政策係
　☎52－1111（内線223）

入所を希望する人は新規・継続にか
かわらず各施設へ早めにお問い合わせ
ください。退園・転園を希望する人も早
めに各施設または福祉課へお知らせく
ださい。現在入所している児童は別途、
施設を通じて案内します。面接は随時
行います。新規・継続入所者は次の要領
でお申し込みください。
■申込書配布時期・場所・申込書提出
期限＝６～７㌻をご参照ください。
■必要書類＝

・ 支給認定申請書兼入所申込書(児
童１人につき１部。新規、継続にか
かわらず必要です)

次の人は別に追加書類をお願いします。
《２号、３号認定を申請する人》

・就労証明
《 平成26年１月１日時点で三股町に

住民票がない人》
・ 平成26年度所得課税証明書を両親

分提出してください（平成26年１
月１日現在、住民票のあった市町
村からお取り寄せください）。

《ひとり親家庭の人》
・児童扶養手当証書
・健康保険証
・母子・父子家庭医療費受給資格者証

※�その他必要書類について、受付時に
お願いする場合もあります。ご了承
ください。
■面接日程＝

※�定数の関係上、第１希望に入所でき
ない場合があります。
※�受付日に来ることが困難な人は、平
成27年２月23日（月）以降に町福祉
課（６番窓口）へお越しください。必
要書類を提出しない場合は入所・入
園することができません。

※�町外の保育所・認定こども園( ２号、
３号認定)については、新規での入所
に制限がありますので、お問い合わ
せください。
■問い合わせ
　福祉課　児童福祉係
　☎52－1111（内線166）

前教育委員長の故・坂
さか

元
もと

克
かつ

吉
よし

さんの
教育委員退任に伴い、11月４日付で、黒

くろ

木
き

敏
とし

行
ゆき

さん＝東植木＝が教育委員長に
選任されました。

また10月１日付で屋
や

敷
しき

和
かず

久
ひさ

さん＝中
米＝、10月20日付で今

いま

村
むら

一
かず

枝
え

さん＝東植
木＝が新しく教育委員に就任しました。

なお本町教育委員として活躍した坂
元克吉さん＝仲町＝が９月30日付、邊

へん

保
ぼ

美
み

穂
ほ

さん＝東原＝が10月19日付で同
職を退任しました。
■問い合わせ
　教育委員会　教育課　学校教育係
　☎52－1111（内線426）

三股町社会福祉協議会では、忌明寄
付・一般寄付を次の通り頂きました。

故人のご冥福をお祈り致しますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に
利用させていただきます。

誠にありがとうございました。
三股町社会福祉協議会

  平成26年10月１日から31日まで

●忌明寄付

●一般寄付（社会福祉協議会へ）
・三股町ボランティア連絡協議会

　　………１万8,622円
～ボランティアまつり収益金として
・同文学寮出身者一同

　　………5,000円
・橋
はし

口
ぐち

厩
きゅう

舎
しゃ

ふるさと協力会
　　………１万円

■期日＝12月13日（土）
■時間＝午後４時～８時30分
※�悪天候の場合、12月14日（日）に順
延することがあります。
■場所＝みまたんえき（ＪＲ三股駅）

周辺
■スケジュール・内容ほか＝
　ホームページでご確認ください。
■主催＝えきにぎ（キャンナイ実行委員会）
■共催＝三股町物産館よかもんや、み

またん駅前よかもん元気会
■問い合わせ
　えきにぎ（キャンナイ実行委員会）
　☎080－9144－4732
　ホームページ　http://ekinigi.jimdo.com/

●年　末
【ごみステーションでの収集】
■燃やせないごみ＝

12月29日（月）午前８時まで
■燃やせるごみ＝

12月30日（火）午前８時まで
■資源ごみ（空き缶･瓶）＝

12月18日（木）午前８時まで
■�資源ごみ（トレイ・ペットボトル）
＝12月25日（木）午前８時まで

【個人による搬入】
■�燃やせないごみ＝一般廃棄物最

終処分場（クリーンヒルみまた）
12月29日（月）～ 30日（火）
・午前８時30分～正午
・午後１時～４時30分
■燃やせるごみ＝都城市清掃工場

12月29日（月）～ 30日（火）
・午前８時30分～正午
・午後１時～４時30分
※ごみ処理手数料が掛かります。

・家庭ごみ＝50㌔ごとに100円
・事業ごみ＝100㌔ごとに200円
■�資源ごみ（空き缶･瓶・トレイ・
ペットボトル）＝都城市リサイ
クルプラザ
12月28日（日）～ 30日（火）

・午前８時30分～正午
・午後１時～４時30分
※�各施設とも年末は特に混雑が予
想されます。事前に分別をしっ
かり行って、円滑なごみ処理に
ご協力ください。

●年　始
【ごみステーションでの収集】
■燃やせないごみ＝

１月５日（月）から平常通り
■燃やせるごみ＝

１月６日（火）から平常通り
■資源ごみ（�空き缶･瓶）＝

１月８日（木）から平常通り
■�資源ごみ（トレイ・ペットボトル）
＝１月15日（木）から平常通り

【個人による搬入】
■�燃やせないごみ＝一般廃棄物最

終処分場（クリーンヒルみまた）
１月５日（月）から平常通り
■燃やせるごみ＝都城市清掃工場

１月５日（月）から平常通り
■�資源ごみ（空き缶･瓶・トレイ・
ペットボトル）＝都城市リサイ
クルプラザ
１月４日（日）から平常通り
■問い合わせ
　環境水道課　環境保全係
　☎52－1111（内線264）
　一般廃棄物最終処分場
　（クリーンヒルみまた）
　☎52－5424
　都城市清掃工場
　☎23－0277
　都城市リサイクルプラザ
　☎36－3900

【し尿処理】
■�電話受け付け＝12月25日（木）まで
■最終収集日＝12月30日（火）
■�年始業務開始＝１月５日（月）から
■問い合わせ
　㈱都城北諸地区清掃公社
　☎38－0234

【急病診療機関】
●日中（午前９時～午後６時）

各当番医（21㌻に掲載）

※�掲載後に変更となる場合がありま
す。☎23－5555でご確認ください。

●夜間（午後７時～午前７時）
都城救急医療センター（外・内・小）
☎39―1100

【歯科診療機関】
☎25―4100で当番医をご確認く

ださい。

放送大学はテレビなどの放送で授業
を行う通信制の大学です。平成27年４
月入学生（教養学部・大学院）を募集し
ています。
■募集期間＝平成27年３月20日（金）まで
■資料請求・問い合わせ
　放送大学宮崎学習センター
　☎0982－53－1893
　放送大学ホームページ
　http://www.ouj.ac.jp

町教育委員会では経済的理由で就学
困難な児童生徒の保護者に対して、学
用品費や給食費などの援助を行ってい
ます。平成27年度就学援助費の募集要
領は次の通りです。
■対象者＝生活保護受給者に準じる

程度に困窮している人
■申し込み方法＝
　① 小・中学校に用意してある申込書

に必要事項を記入し、必要書類を
添えて、学校に提出してください。

　② 児童生徒１人につき、１件の申し
込みが必要です。

※�来年度小学校入学予定児童は、入学
予定の小学校へお申し込みください。
■必要書類＝「平成26年度所得課税証

明書（世帯用）」または「平成25年分源
泉徴収票」など、世帯全員（同居して
いる人全員）の総所得が分かるもの。
■認定審査の方法＝提出された書類

の内容と学校長などの意見を参考に
しながら、町教育委員会で審査・認
定を行います。

製造事業所の皆さんへ
～統計調査にご協力ください～

長田･梶山･宮村へ移住
する人へ｢奨励金｣を
交付しています

お知らせ Mimata Information

新しい教育委員長および
教育委員が決まりました

愛のご寄付

年末年始

ャンドルナイト♥み
また」を開催します

｢キ

平成27年度就学援助
希望者を募集します

平成27年度保育所・
認定こども園の入
所の受け付けが始
まります

放送大学平成27年４月
入学生を募集します

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

受付場所
受付日時間は
全日程共通
午後３時30分
～６時

町外認定こども園
継続希望者
( ２、３号認定)

町役場４階第２会議室
1月30日(金)

町外保育所継続希望者
町役場４階第２会議室 2月2日(月)

三股中央保育園
☎52 ‐ 1228 2月3日(火)

ひかり保育園
☎52 ‐ 1376 2月4日(水)

こばと保育園
☎52 ‐ 1097 2月5日(木)

すみれ保育園
☎52 ‐ 1363 2月6日(金)

わかば保育園
☎52 ‐ 1370 2月9日(月)

ひまわり保育園
☎52 ‐ 1377 2月10日(火)

くるみ保育園
☎52 ‐ 2716 2月12日(木)

りんどう保育園
☎52 ‐ 3949 2月13日(金)

みどり保育園
☎52 ‐ 5002 2月16日(月)

蓼 池 保 育 園
☎52 ‐ 5060 2月17日(火)

稗 田 保 育 園
☎52 ‐ 5889 2月18日(水)

第 一 幼 稚 園
☎52 ‐ 3893 2月19日(木)

みまた幼稚園
☎52 ‐ 1223 2月20日(金)

成
なり

竹
たけ

浩
こう

二
じ

義父 初
はつ

森
もり

畩
けさ

行
ゆき

80 餅　原 ３万円
森 健

けん

一
いち

父 次
つぎ

男
お

84 山王原 ３万円
德
とく

留
どめ

賢
けん

司
じ

母 タツエ 95 西植木 ２万円
岩本三

み

重
え

子
こ

夫 覚
かく

二
じ

89 仲町 10万円
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●問い合わせ：三股町　TEL52－1111㈹　FAX52－4944

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん健診・相談
■期日＝平成27年１月８日（木）
■受付＝午後１時～１時30分
■対象者＝

　　・健診＝平成25年12月・平成26年6月、10月生まれの乳児
　　・相談＝平成26年2月、4月、8月生まれの乳児

■ 持ってくるもの＝母子健康手帳、タオル３枚程度
（おっぱい相談希望者のみ）

※�子どもの月齢に応じて医師の診察を行います。助産師に
よるおっぱい相談や栄養相談も実施します。
子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52-8101

●親子ふれあいコンサート
「小さな音楽会」による生の歌と演奏で楽しい時間を過ご
しましょう。

■期日＝12月16日（火）
■時間＝午前10時～ 11時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜

もり

」大会議室
●友達つくろう！一緒にあそぼう！

子育てサークル「いもん子クラブ」と触れ合いましょう。
■期日＝12月18日（木）
■時間＝午前10時～ 11時

●おはなし会
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による

読み聞かせを行います。
■期日＝平成27年１月８日（木）
■時間＝午前10時～ 11時
ファミリー・サポート・センターたんぽぽ
からのお知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688

ファミリー・サポート・センターは、以前のように地域
で助け合っていた子育てを組織化したものです。

・子育てを手助けしてほしい人…お願い（依頼）会員
・子育ての援助をしたい人……まかせて（提供）会員

困ったときにすぐ利用できるよう、まずは会員登録をしま
しょう。登録は無料です。預かる子どもの年齢・時間・援助内
容は選ぶことができます。子育て中の人でも、自分の子ども
と一緒に遊ばせながら、短時間の援助をすることができます。
●「まかせて（提供）会員の講習会」を実施します
「まかせて（提供）会員」【子育ての援助をしたい人】の講習
会を行います。講習会で基本的な知識を身に付けてから援助
開始となります。参加希望または詳しく知りたい人は、お問い
合わせください。

■期日＝平成27年２月４日（水）
■ 時間＝午前８時40分～午後４時30分（受け付けは午前

８時30分開始です）
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■ 内容＝保健師、小児科医、臨床心理士、管理栄養士、保

育士による子どもについての講習
「児童扶養手当法」の一部が改正されます
●福祉課　児童福祉係　☎52－1111（内線167）

これまで、公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金、労災
年金、遺族補償など）を受給する人は児童扶養手当を受給で
きませんでしたが、平成26年12月以降、年金額が児童扶養手
当額より低い人は、その差額分の児童扶養手当を受給できる
ようになります。児童扶養手当を受給するためには、お住ま
いの市町村への申請が必要です。手当は申請の翌月から支給
開始となります。詳しくはお問い合わせください。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●リズムウォーキング
■期日＝12月15日(月)
■時間＝午前10時～ 11時
※ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を行います。
●ノロウイルスに注意しましょう

ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、特に冬季に
流行します。ノロウイルスは手指や食品などを介して、経口
で感染、腸内で増殖し、嘔

おう

吐
と

、下
げ

痢
り

や腹痛などを起こします。
健康な人は軽症で回復しますが、子どもやお年寄りなどは重
症化したり、死亡したりすることがあります。ノロウイルスに
ついてはワクチンがないため、治療は点滴などの対症療法に
限られます。家族や周りの人たちと一緒に次の予防対策を徹
底しましょう。

【ノロウイルスに感染しないために】

① 食事の前やトイレの後などには、必ず手を洗う。
② 下痢や吐き気のある人は、食品を扱う作業をしない

ようにする。
③ 加熱が必要な食品は、中までしっかり加熱してから

食べる。
④調理器具などはよく洗って清潔にしておく。

【感染者が出た場合は】

①発症したら、なるべく早く医療機関で受診しましょう。
② 吐

と

物
ぶつ

などの始末をする際は感染防止のため、マスク
や手袋をする。

③ 発症者の吐物や便の中には多量のウイルスが含ま
れています。ビニール袋に入れて処分する。

④ 塩素系の漂白剤や消毒剤（漂白剤を0.1％に薄めた

もの）で汚れた場所を拭き取る。
⑤ 汚れた衣類は30分ほど塩素に浸してから洗濯する。
⑥ 症状がなくなっても１週間程度ウイルスが排

はい

泄
せつ

され
ることがありますので、手洗いはしっかり続ける。

「第14回宮崎県障がい者スポーツ大会」出場者
を募集します
●福祉課　社会福祉係　☎52－1111（内線165）

■開催期日＝平成27年５月10日（日）
■場所＝宮崎県総合運動公園ほか
■大会参加資格＝県内に居住し、次の要件を満たす人

① 身体の部=平成27年４月１日現在、13歳以上で、身
体障害者手帳の交付を受けている人。

② 知的の部=平成27年４月１日現在、13歳以上で、療
育手帳の交付を受けている人。または、その取得の対
象に準じた障害がある人

③ 精神の部=平成27年４月１日現在、13歳以上で、精
神保健福祉手帳の交付を受けている人。または、その
取得の対象に準じた障害がある人

■開催競技＝

■募集締め切り＝平成27年１月20日（火）
■ 申し込み・問い合わせ＝福祉課 社会福祉係（１階６番窓口）

「介護保険料納付証明書」を発送します
●福祉課　介護高齢者係　☎52－1111（内線162・163）

介護保険料は、国民健康保険税や国民年金保険料と同様
に「社会保険料控除」の対象となり、その年の１月１日か
ら12月31日までに支払った介護保険料を、翌年に行う確定
申告などにおいて控除できます。

平成27年１月中旬から下旬にかけて「介護保険料納付証明
書」を第１号被保険者（65歳以上の人）宛てに送付しますので、
確定申告などの手続きの際には、この証明書を添付してくだ
さい（確定申告までしばらく期間があります）。再発行はしませ
んので紛失などに注意して、大切に保管しておいてください。

なお特別徴収（介護保険料が年金【遺族・障害年金を除く】
からあらかじめ差し引かれる）の人は、日本年金機構などか
らも公的年金などの源泉徴収票が郵送されます。町福祉課か
ら送付された「介護保険料納付証明書」と二重に控除を受け
ることがないよう、十分にご注意ください。

地域包括支援センターからのお知らせ
●町地域包括支援センター　☎52－8634

成年後見制度（その３）
●成年後見制度の種類

前回までは、制度の概要を説明しました。今回は皆さんか
らよくお問い合わせのある質問に回答します。
Ｑ１　後見人になる人は家族でなければいけないのですか？
Ａ　 家族以外に、弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門

職や、友人や知人などの第三者がなることもできます。
また親族と、これらの専門職など複数の人が後見人に
なることもできます。

Ｑ２　 施設入所をしたがらない認知症の父について、家族が後
見人になり、入所させることができますか？

Ａ　 本人の意思や利益を配慮し、支援することが成年後見
制度の趣旨なので、原則できないと考えられます。本人
の意向や利益に沿わない後見活動を行った場合は、家
庭裁判所の判断で後見人を解任されることがあります。

Ｑ３　成年後見は誰がどこに申し立てすればいいのですか？
Ａ　 本人や、配偶者、４親等内の親族が家庭裁判所に申し立

てます。また身寄りのない人などは、「町長申し立て」が
できます。２親等内の親族がいないなどの場合、町長が
申し立て人になります。さらに本人の費用負担が困難な
場合、町が負担します。詳しくはお問い合わせください。

Ｑ４　費用はどのくらい掛かりますか？
Ａ　 手数料、判断能力確認のための診断書などで10万円程

度掛かります。専門職を後見人にした場合の月々の報酬
は１万8,000円～２万8,000円程度です。

Ｑ５　申し立てから開始までに要する期間を教えてください
Ａ　およそ３カ月前後です。
Ｑ６　どこに相談すればいいのでしょうか？
Ａ　 町福祉課、町地域包括支援センター、家庭裁判所、公証

人役場、弁護士会などにご相談ください。
●「足もと元気教室」12月16日（火）～1月15日（木）の日程

■準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※12月１～ 15日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

地区名 時　間 場　所 期　日

第1地区 午前9時30分～ 11時 第 1 地 区 分 館 12月19日（金）
1月 9日（金）

第2地区 午後1時30分～ 3時 第2地区交流プラザ 1月 6日（火）
第3地区 午後1時30分～ 3時 第 3 地 区 分 館 1月15日（木）
第4地区 午前9時30分～ 11時 第 4 地 区 分 館 12月17日（水）

蓼　池 午前9時30分～ 11時 蓼 池 児 童 館 12月18日（木）
1月 8日（木）

三　原 午後1時30分～ 3時 三原地区　　　　　
コミュニティセンター 12月17日（水）

下　新 午前9時30分～ 11時 第 ７ 地 区 分 館 1月 7日（水）
今　市 午前9時30分～ 11時 今 市 児 童 館 1月 5日（月）

中　原 午前9時30分～ 11時 中原地区　　　　　
コミュニティセンター

12月24日（水）
1月14日（水）

第9地区 午後1時30分～ 3時 第 9 地 区 分 館 12月24日（水）
1月14日（水）

競 技 名 障 害 区 分
陸上競技 身体の部、知的の部
水泳 身体の部、知的の部
卓球 身体の部、知的の部
アーチェリー 身体の部
フライングディスク 身体の部、知的の部
ボウリング 知的の部
バレーボール（団体） 精神の部
ミニバレーボール（団体） 精神の部
グラウンド・ゴルフ（団体） 精神の部
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※�休日急患診療期間の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城救急医療センター☎39-1100）。なお歯科につ
いては☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
12月９日（火）～平成27年１月３日（土）

みまたくらしのカレンダー

◎ 今月の表紙

『稲刈り体験を終えて』 12月25日 (木 )は納期限です
●納税管理係（内線144）

納期限内に納付しましょう。
●国民健康保険税（第６期）

口座振替は12月25日(木)が振替日です。再振替は行っ
ていません。24日(水)までに預貯金口座の残高確認をお
願いします。残高不足などで振替ができなかった場合は、
納期限後に「口座振替不能用の納付書」を送付します。納
付書に記載されている納付場所で納めてください。

償却資産申告書を送付します
●資産税係（内線142・143）

地方税法の規定で、償却資産の所有者は、毎年1月1日現在
の償却資産所有状況を、1月31日までに申告することになっ
ています。該当する償却資産の所有者には、申告に必要な書

類を12月末までに送付します。期限までに申告書の提出をお
願いします。申告書が届かなかった場合は、ご連絡ください。

12月は「町税等納付推進強化月間」です
特別収納対策係（内線145・147）

12月の１カ月間、町税などの納付推進を強化します。期
間中は、滞納者に対する電話催告・夜間一斉訪問を実施す
るほか、夜間・休日に納税窓口を開設します。

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事故、

病気や失業など、やむを得ない特別な事情があって納期限
内に納められないときは、印かんをお持ちの上、早めにご
相談ください。年度を繰り越す滞納とならないよう分割納
付の相談や各種納税相談を受け付けます。なお夜間・休日
の相談を希望する人はお問い合わせください。

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ●問い合わせ：税務財政課　☎52-1111㈹　FAX52-4944

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第12位／平成26年９月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

Ｋ
・
Ｙ
　

29
歳
　
建
築
業

誤
っ
た
判
断
の
末
②

（
前
号
よ
り
）　
私
は
、
す
ぐ
に
人
を
ひ
い
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、
車
を
止
め
て
駆

け
寄
り
、声
を
掛
け
ま
し
た
。は
っ
き
り
と
し

た
返
答
は
な
く
、
た
だ
痛
み
に
耐
え
て
い
る

反
応
し
か
返
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
早
く

救
急
車
を
呼
ば
な
き
ゃ
い
け
な
い
」
と
思
い
、

車
に
携
帯
電
話
を
取
り
に
戻
り
ま
し
た
。そ

こ
で
私
は
、
人
と
し
て
決
し
て
や
っ
て
は
い

け
な
い
二
度
目
の
誤
っ
た
判
断
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。お
酒
を
飲
ん
で
い
た
こ
と
、以
前

に
処
罰
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
次
は
刑
務
所

に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
そ
れ

ら
の
考
え
か
ら
、
私
は
そ
の
場
か
ら
逃
げ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。そ
の
後
、巡
回
中
の
パ
ト

カ
ー
に
職
務
質
問
さ
れ
、全
て
を
話
し
、逮
捕

さ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
身
勝
手
な
行

動
、
飲
酒
運
転
に
対
す
る
認
識
の
足
り
な
さ
、

運
転
す
る
人
な
ら
ば
必
ず
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
救
護
を
怠
っ
た
こ
と
か
ら
私
に
下
さ
れ

た
処
罰
は
、
危
険
運
転
致
傷
罪
お
よ
び
道
路

交
通
法
違
反
で
懲
役
３
年
６
月
と
い
う
判
決

で
し
た
。

私
は
今
、
市
原
刑
務
所
で
受
刑
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。私
の
家
族
は
、被
害
者
の
方

へ
の
謝
罪
や
お
見
舞
い
な
ど
を
し
て
く
れ
て

い
ま
す
が
、
私
自
身
は
手
紙
で
の
謝
罪
だ
け

で
直
接
会
っ
て
謝
罪
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
何
で
も
一
人
で
で
き
る
と
思
っ
て

い
た
自
分
に
腹
が
立
ち
、
情
け
な
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。被
害
者
と
そ
の
ご
家
族

の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、私
の
家
族
、周
り
の
人
に

ま
で
大
変
な
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
い
、
私
に
関

係
す
る
全
て
が
被
害
者
だ
と
い
え
ま
す
。私
に

代
わ
り
、
い
ろ
い
ろ
し
て
く
れ
て
い
る
家
族
に

は
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。家
族
の
大
切
さ

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
、
一
人
で
は
生
き
て
い
け

な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。受
刑
生
活
で
、今

ま
で
自
分
に
身
に
付
い
て
い
な
か
っ
た
遵
じ
ゅ
ん

法ぽ
う

精

神
や
自
分
勝
手
な
欲
望
、
行
動
を
我
慢
す
る
強

い
意
志
を
学
び
、
日
々
生
活
し
て
い
ま
す
。

何
の
罪
も
な
い
被
害
者
に
け
が
を
負
わ
せ
、

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
大
変
な
思
い
や
苦
痛

を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
一
生
忘
れ
ず
、
決

し
て
許
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、一
日
で
も
早
く
、被
害
者
の
方
の
前
で
謝

罪
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
謝
っ
た
判
断
の
末
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
の
手

記
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
が
、
何
か
を
感
じ
、

誤
っ
た
判
断
を
せ
ず
、
私
の
よ
う
な
事
犯
が
無

く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
　（
完
）

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

29 月

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎おおくぼクリニック（内） ☎26-1500（千　町）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎柳田病院（脳・外） ☎22-4862（東　町）

◎小牧病院（整） ☎24-1212（立野町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

◦不燃物 ◦図書館休館日

30 火

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎共立医院（内） ☎22-0213（蔵原町）

◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）

◎たかお浜田医院（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）

◎池之上整形外科（整・リハ・リュ） ☎23-2311（上川東）

◎小山田眼科医院（眼） ☎22-0710（松元町）

◦可燃物 ◦図書館休館日

31 水

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎森山内科・脳神経外科（内） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎豊栄クリニック（内） ☎39-2525（下長飯町）

◎仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛門） ☎25-7712（志比田町）

◎横山病院（泌・消） ☎22-2806（都島町）

◎中山産婦人科医院（産・婦）☎23-8815（前田町）

◦図書館休館日

1 木

◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）

◎藤元総合病院（内） ☎25-1313（早鈴町）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳外） ☎80-4313（下川東）

◎江夏整形外科クリニック（整・リュ・リハ） ☎51-1122（三股町）

◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

◦図書館休館日

2 金

◎城南病院（小・内） ☎23-2844（大王町）

◎松山医院（内・呼吸・リュ） ☎24-1046（上川東）

◎大橋クリニック（内・消・リハ） ☎37-0539（庄内町）

◎三州病院（外・胃・内） ☎22-0230（花繰町）

◎倉内整形外科病院（整） ☎22-1252（上　町）

◎西元眼科医院（眼） ☎25-8888（中原町）

◦図書館休館日

3 土

◎久保原田中医院（内・小） ☎22-7700（久保原町）

◎田口循環器科内科クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎大岐医院（内・胃） ☎57-2025（山之口町）

◎吉松病院（外・整） ☎25-1500（蔵原町）

◎姉川医院（皮・泌） ☎22-2205（小松原町）

◎岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎51-1187（三股町）

◦図書館休館日

9 火 ◦可燃物
10 水

11 木 ◦トレイ・ペット
12 金 ◦可燃物
13 土

14 日

◎早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） ☎36-6117（早水町）

◎伊達クリニック（内・循） ☎36-7088（牟田町）

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）

◎浜田医院（胃・外） ☎22-1151（牟田町）

◎たき心療内科クリニック（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

15 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
16 火 ◦可燃物
17 水 ◦図書館休館日
18 木 ◦缶・瓶
19 金 ◦可燃物
20 土

21 日

◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎25-5155（姫城町）

◎山下医院（胃・外） ☎52-1348（三股町）

◎山路医院（外・内） ☎64-3133（山田町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

22 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日

23 火

◎ふくしまクリニック（内・消・小） ☎46-5001（下川東）

◎柏村内科（内） ☎22-2616（上　町）

◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）

◎福島外科胃腸科医院（外・胃） ☎38-1633（都北町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

◎永吉眼科医院（眼） ☎22-1530（姫城町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
24 水

25 木 ◦トレイ・ペット
26 金 ◦可燃物
27 土

28 日

◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）

◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）

◎瀬ノ口内科放射線科医院（内） ☎25-7780（都原町）

◎安藤胃腸科外科医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎いき形成外科ひふ科クリニック（形・皮） ☎45-0020（年見町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

◦図書館休館日

◎12月の予定

◎平成27年１月の予定

勝岡・山元政治さんの田んぼにて

今月の表紙写真は、10月23日に、稲
刈り体験などを行った勝岡小学校の５
年生児童、保護者や教職員の皆さんで
す。種もみから苗を育て、６月に田植え
を行った児童たち。この日、収穫の喜び
を満喫していました。
なお12㌻に、「勝岡小・稲刈り体験」
の詳細記事を掲載しています。併せて
ご覧ください。

（
全
２
回
）
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■
茶
じ
ょ
け

２
０
１
４
年
の
プ
ロ
野
球

シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
ス
ト
ー

ブ
リ
ー
グ（
選
手
の
契
約
・
退
団
・

移
籍
な
ど
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
部
の
選
手
が
巨
額
年
俸
で
巷こ

う

間か
ん

を
に
ぎ
わ
す
一
方
、
決
し
て

少
な
く
な
い
数
の
選
手
が
、
戦

力
外
通
告
を
受
け
球
界
を
去
っ

て
い
き
ま
す
。中
に
は
ア
マ
チ
ュ

ア
時
代
に
華
々
し
い
成
績
を
挙

げ
た
選
手
も
い
て
、
実
力
・
結

果
が
全
て
の
厳
し
い
世
界
な
ん

だ
な
と
あ
ら
た
め
て
気
付
か
さ

れ
ま
す
。こ
と
し
は
特
に
寂さ

び

し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
と

い
う
の
も
某
球
団
の
戦
力
外
リ

ス
ト
に
、
応
援
し
て
い
た
選
手

の
名
前
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

�◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

�◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

��■問い合わせ　地域政策室 地域政策係　☎52-1111（内線２２３）

◦男／11,813人◦女／13,670人◦計／25,483人◦前月比＋45人
◦世帯数／10,053戸（＋17戸）◦出生／23人◦死亡／21人
◦転入／115人◦転出／72人

三股町の人口 平成26年11月１日現在

発行・編集／三股町 地域政策室
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111�FAX0986-52-4944
町公式URL�………  http://www.town.mimata.miyazaki.jp/
町FacebookURL…https://www.facebook.com/mimatatown

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

No.532
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そ
の
選
手
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た

の
は
２
年
前
。
県
内
の
某
キ
ャ

ン
プ
地
で
、
育
成
枠
か
ら
支
配

下
登
録
枠
へ
の
昇
格
を
目
指

し
て
、
彼
は
ひ
た
む
き
に
反
復

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
し
て
次
の
練
習
場
所
へ

移
動
す
る
際
、
フ
ァ
ン
の
列
に

丁て
い

寧ね
い

に
対
応
。
そ
の
中
に
い
た

私
も
握
手
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
大
き
な
手
の
ひ
ら
が
汗
で

ふ
や
け
て
い
ま
し
た
。
疲
れ
て

い
る
中
、
笑
顔
で「
頑
張
り
ま

す
」
と
答
え
る
姿
に
好
感
が
も

て
ま
し
た
。今
後
、
彼
が
野
球
を

続
け
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
前ぜ

ん

途と

洋よ
う

々よ
う

た
ら
ん
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。〈
W
〉

原　

田　

惠
津
子

台
風
に
よ
り
延
期
と
な
り
し
運
動
会
子
供
の
声
が
嬉
し
く
響
く

病
む
人
を
見
舞
い
て
帰
ら
ん
庭
先
に
季
節
は
づ
れ
の
カ
ン
ナ
が
赤
い

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
い
つ
の
時
代
も
運
動
会
は
楽
し
み
で
す
。平
日
で
観
客
は
少
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
大
き
な
声
で
応
援
す
る
子
ど
も
の
姿
に
、
つ
い
ほ
ほ
笑
ん

で
い
ま
し
た
。

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
庭
先
に
カ
ン
ナ
の
花
が
名
残
の
命
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

190

よ
く
変
顔
で
笑
わ
せ
て
く
れ
る
魁
ち
ゃ
ん
。
い
つ
も

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

瑛
ち
ゃ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
を
和
ま
せ
て
ネ
♡

い
つ
も
笑
顔
の
大
智
く
ん
。
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

上か
ん

　ま
る丸 

魁か
い

　
と斗

く
ん
（
３
歳
）

瑛え
い

　
と斗

く
ん
（
０
歳
）

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
68

轟
木
在
住 

轟とどろ
木き
利とし
孝たか
さ
ん（
63
）

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
「
剣
の
道
」の
飽
く
な
き
追
求

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

剣
道
は
人
間
育
成
に
通
じ
る

「
座ざ

右ゆ
う

の
銘め
い

は
『
一
生
新
人
』
で
す
」。

三
股
町
剣
道
連
絡
協
議
会
長
・

轟
木
利
孝
さ
ん
＝
剣
道
教き

ょ
う

士し

七
段
＝
は
そ

う
語
る
。人
生
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
大

学
以
来
の
恩
師
か
ら
教
わ
っ
た
こ
の
言
葉

を
思
い
出
し
、
自み

ず
か

ら
を
戒い
ま
し

め
て
き
た
。轟

木
さ
ん
が
剣
道
を
始
め
た
の
は
小
学
４
年

か
ら
。轟
木
さ
ん
の
父
・
幸ゆ

き

利と
し

さ
ん
は
、県
・

町
剣
道
界
で
一い

ち

目も
く

置
か
れ
た
存
在
。そ
の

父
曰い

わ

く
「
剣
道
を
楽
し
め
」。そ
の
言
葉
に

従
い
、
成
長
の
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら

稽け
い

古こ

に
励
ん
だ
。全
国
高
校
総
体
・
個
人
優

勝
を
は
じ
め
大
学
・
社
会
人
、
そ
し
て
指
導

者
に
な
っ
て
か
ら
も
、
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
ト

ル
を
獲
得
し
て
き
た
が
、「
勝
つ
こ
と
が
剣

道
の
目
的
で
は
な
い
」
と
強
調
す
る
。「
仲

間
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
、
人
間
と
し
て

成
熟
で
き
る
の
が
剣
道
の
醍だ

い

醐ご

味み

で
す
」。

定
年
を
前
に
帰
郷
し
、
妻
・
美み

代よ

子こ

さ
ん
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
い
そ
し
む
日
々
。

「
自
分
が
培

つ
ち
か

っ
て
き
た
こ
と
を
三
股
町
に

還
元
し
た
い
で
す
ね
」
と
力
強
く
結
ん
だ
。「現在、剣道八段審査に挑戦中です」と話す轟木利孝さん

香
り
豊
か
で
希
少
な
国
産
ゴ
マ

こ
と
し
も
こ
の

季
節
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
毎
年
、

ご
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
る『
み
ま

た
ん
ご
ま
』
を
紹

介
し
ま
す
。

農
業
団
体
・
霧
島
会
の
皆
さ
ん
が
、
町
内

外
の
畑
で
丹
精
込
め
て
育
て
た
国
産
ゴ
マ
。

こ
と
し
は
何
度
も
台
風
に
見
舞
わ
れ
、
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
耐
え
抜
い
た
粒

ぞ
ろ
い
の
ゴ
マ
た
ち
が
、
包
装
も
新
た
に
待

望
の
販
売
開
始
で
す
。

ゴ
マ
の
種
類
は
、
白･

黒･

金
の「
生
ご
ま
」

「
炒
り
ご
ま
」「
す
り
ご
ま
」
で
す
。「
香
り
が

違
う
」
と
県
外
か
ら
の
お
取
り
寄
せ
も
多
数

い
た
だ
い
て
い
る
希
少
な
逸
品
で
す
。

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
市

■
期
日
＝
12
月
28
日（
日
）

■
時
間
＝
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ

さ
ら
に
、
町
内
の
菓

子
店
が
製
造
す
る
、「
み

ま
た
ん
ご
ま
」
を
使
っ

た
加
工
品
も
販
売
し
て

い
ま
す
。こ
ち
ら
も
併

せ
て
、
ぜ
ひ
一
度
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

【
み
ま
た
ん
ご
ま
】

「
生
ご
ま
」
各
種
１
袋
６
０
０
円（
１
０
０

㌘
入
り
）
／「
炒
り
ご
ま
」
各
種
１
袋
６
０

０
円（
80
㌘
入
り
）・
３
５
０
円（
40
㌘
入
り
）

／「
す
り
ご
ま
」(

入
荷･

価
格
未
定)

／
生
産

者
・
霧
島
会
／
入
荷･

在
庫
状
況
や
加
工
品

な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

※表示価格は全て税込みです。
http://ameblo.jp/yokamonya/

三　

浦　

好　

子

★

（
写
真
右
）

（
写
真
左
）

◎
平
成
23
年
10
月
31
日
生
ま
れ

　
平
成
25
年
12
月
19
日
生
ま
れ

◎
健
太
さ
ん
・
梨
沙
さ
ん
の
長
男
・
次
男

◎
平
成
26
年
８
月
18
日
生
ま
れ

◎
誠
一
さ
ん
・
裕
美
さ
ん
の
長
男

飛と
び

松ま
つ

大だ
い

智ち

く
ん
（
０
歳
）

※ 

こ
と
し
最
後
の
朝
市
で
は
餅
つ
き
を

実
施
し
ま
す
。お
楽
し
み
に
。

第
26
回

メリー
クリスマス！
　　来年も
　　いい年に
　　しような！
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